
Repair, Parts

ReactorReactorReactor 222 EEE---303030 おおおよよよびびびEEE---XP2XP2XP2 混混混合合合シシシ
ススステテテムムム

333473P
JA

電電電気気気、、、加加加熱熱熱式式式、、、複複複数数数コココンンンポポポーーーネネネンンントトト混混混合合合シシシススステテテムムムポポポリリリウウウレレレタタタンンンフフフォォォーーームムムとととポポポリリリウウウレレレアアアコココーーーテテティィィンンングググ
のののスススプププレレレーーー用用用。。。 FFFまままたたたははは一一一般般般目目目的的的でででははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。爆爆爆発発発性性性環環環境境境まままたたたははは危危危険険険 (((分分分類類類))) 区区区域域域ででで
ののの使使使用用用ははは承承承認認認ささされれれててていいいままませせせんんん。。。

重重重要要要ななな安安安全全全情情情報報報機機機器器器ををを使使使用用用すすするるる前前前ににに、、、本本本取取取扱扱扱説説説明明明書書書内内内のののすすすべべべてててののの
警警警告告告ととと指指指示示示をををおおお読読読みみみくくくだだださささいいい。。。説説説明明明書書書ははは保保保管管管しししてててくくくだだださささいいい。。。

WWLL�� �� �� �� �� DD

PROVEN QUALITY. LEADING TECHNOLOGY.



ContentsContentsContents
警告.................................................................. 3
イソシアネートに関する重要な情報 ................... 7
モデル............................................................... 9
承認................................................................ 12
アクセサリー................................................... 12
付属の取扱説明書............................................ 13
関連の説明書................................................... 13
トラブルシューティング.................................. 14

エラーのトラブルシューティング .............. 14
圧力開放手順................................................... 52
シャットダウン ............................................... 53
洗浄................................................................ 55
修理................................................................ 56

修理の前に ............................................... 56
フラッシュインレットストレーナスク

リーン ......................................... 56
ポンプ潤滑油の変更 .................................. 57
流量計を洗浄します。............................... 58
流量計E-XP2を洗浄します。 ..................... 59
ポンプアの取り外し .................................. 60
ポンプの取り付け...................................... 62
ドライブハウジングの修理 ........................ 62
電動モーターの修理 .................................. 65
回路ブレーカモジュールの修理.................. 66
液体インレットセンサーの交換.................. 67
流量計を交換します .................................. 67

圧力トランスデューサーの交換.................. 67
ファンの交換 ............................................ 69
第 1 ヒーターの修理 .................................. 71
加熱ホースの修理...................................... 75
液体温度センサー (FTS) の修理.................. 78
較正方法................................................... 79
トランス一次側チェック............................ 80
トランス二次側チェック............................ 81
トランスの交換......................................... 82
電源の交換 ............................................... 82
サージプロテクターの交換 ........................ 82
モーターコントロールモジュール (MCM)

の交換 ......................................... 83
温度コントロールモジュール (TCM) の交

換 ................................................ 83
高度表示モジュール（ADM）の交換 .......... 84
ソフトウェア更新手順............................... 84
ADM ソフトウェアのアップデート............. 85

部品................................................................ 86
電気回路図.....................................................111
リアクター 2 修理用予備部品の参照 ................114
性能チャート..................................................115
技術仕様 ........................................................118
注記 ............................................................... 120
Ｇｒａｃｏ 延長保証リアクター® 2 コンポー

ネント用 ...........................................121

2 333473P



警告

警警警告告告
次の警告は、この機器のセットアップ、使用、接地、整備と修理に関するものです。感嘆符の記号は一
般的な警告を、危険記号は手順に固有の危険性を表します。 これらの記号が、本取扱説明書の本文ま
たは警告ラベルに表示されている場合には、戻ってこれらの警告を参照してください。 このセクショ
ンにおいて扱われていない製品固有の危険シンボルおよび警告が、必要に応じて、この取扱説明書の
本文に示されている場合があります

警警警告告告
感感感電電電ののの危危危険険険性性性

この装置は、接地する必要があります。不適切な接地、セットアップまたはシステムの使
用により感電を引き起こす場合があります。

• ケーブル接続を外したり、装置の整備または設置を開始する前にメインスイッチの電源
をオフにし、電源を抜きます。

• 接地された電源にのみ接続してください。
• すべての電気配線は資格を有する電気技師が行う必要があります。ご使用の地域における
すべて法令および規則に従ってください。

• 雨にさらさないでください。 室内に保管してください。

有有有毒毒毒ななな液液液体体体まままたたたははは蒸蒸蒸気気気
有毒な液体や蒸気が目に入ったり皮膚に付着したり、吸込まれたり、飲み込みこまれたりす
ると、怪我および死亡の恐れがあります。

• 使用中の液体についての取り扱い方法および長期被ばくの影響を含む特定の危険性につい
ては、安全データシート(SDS)をご覧下さい。

• スプレー中、器具の整備中、また作業場に居る間は、常に作業場の換気を良くし、必
ず適切な個人用保護具を着用してください。 本説明書の個個個人人人用用用保保保護護護具具具についての警告
をご覧ください。

• 危険な流体は保管用として許可された容器に保管し、廃棄する際には適用されるガ
イドラインに従ってください。

個個個人人人用用用保保保護護護具具具

スプレーや器具のサービスを行う場合や作業場に立ち入る場合は、必ず適切な作業者の安全
保護具を用いて皮膚を全面的に覆ってください。安全保護具は長期被ばく、毒ガス・噴霧・
蒸気の吸引、アレルギー反応、火傷、目の怪我、聴力の損失等を予防する手助けになりま
す。この保護具は以下のものを含みますが、必ずしもこれに限定はされません。

• 液体の製造者および地域の監督当局が推奨する付属の送気マスクを含む可能性のある正し
い装着が可能な呼吸装置、化学品が浸透不可能な手袋、防護服、足被覆物。

• 保護めがねと耳栓。
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警告

警警警告告告
高高高圧圧圧噴噴噴射射射ににによよよるるる皮皮皮膚膚膚へへへののの危危危険険険性性性

ガン、ホースの漏れ口、または破損したコンポーネントから噴出する高圧の塗料は、皮膚に
穴を開けます。これはただの切り傷のように見えるかもしれませんが、体の一部の切断にも
つながりかねない重傷の原因となります。直直直ちちちににに外外外科科科的的的処処処置置置ををを受受受けけけてててくくくだだださささいいい。。。

• 先端ガードおよび引き金ガードが付いていない状態では絶対にスプレーしないでください。
• スプレー作業を中断するときは、引金のセーフティロックをかけてください。
• ガンを人や身体の一部に向けないでください。
• スプレーチップに手や指を近づけないでください。
• 液漏れを手、体、手袋、またはボロ巾等で止めたり、そらせたりしないでください。
• スプレーを中止する場合、または装置を清掃、点検、整備する前には、 圧圧圧力力力開開開放放放手手手順順順
に従って下さい。

• 装置を操作する前に、流体の流れるすべての接続箇所をよく締めてください。
• ホースおよびカップリングは毎日点検してください。 摩耗または損傷した部品は直
ちに交換してください。

火火火災災災おおおよよよびびび爆爆爆発発発ののの危危危険険険性性性

作作作業業業場場場に、溶剤や塗料の蒸気のような可燃性の蒸気が存在すると、火災や爆発の原因とな
ることがあります。 火災と爆発を防止するために:

• 十分換気された場所でのみ使用するようにして下さい。
• パイロット灯やタバコの火、携帯電灯およびプラスチック製たれよけ布などのすべての着
火源 (静電アークが発生する恐れのあるもの) は取り除いてください。

• 溶剤、ボロ布類およびガソリンなどの異物を作業場に置かないでください。
• 可燃性の気体が充満している場所で、電源コードの抜き差しや電気スイッチのオン/オ
フはしないでください。

• 作業場にあるすべての装置を接地してください。接接接地地地の説明を参照してください。
• 接地したホース以外は使用しないでください。
• 容器中に向けて引き金を引く場合、ガンを接地した金属製ペール缶の縁にしっかりと当
ててください。 静電対策されているか、導電性である以外のペールライナーは使用し
ないでください。

• 静静静電電電気気気放放放電電電ががが生生生じじじたたた場場場合合合、、、まままたたたははは感感感電電電しししたたたととと感感感じじじたたた場場場合合合、操作を直ちに停止してくださ
い。。。問題を特定し、解決するまでは、装置を使用しないでください。

• 作業場には消火器を置いてください。
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警告

警警警告告告
熱熱熱膨膨膨張張張ののの危危危険険険性性性

ホースなどの細い空間で加熱される液体は、熱膨張によって圧力が急激に増加することがあ
ります。 過度の圧力は、装置の損傷や深刻な負傷の原因になります。

• 加熱時にはバルブを開いて液体の膨張を回避してください。
• ホースは運転状況に応じて、一定の間隔で、積極的に交換してください。

加加加圧圧圧状状状態態態のののアアアルルルミミミ合合合金金金部部部品品品使使使用用用ののの危危危険険険性性性

加圧された装置内でアルミニウムと混合不可能な液体を使用した場合、深刻な化学反応
や装置の破裂を引き起こすことがあります。 この警告に従わない場合、致死や重傷、
物的損害をもたらす可能性があります。

• 1,1,1-トリクロロエタン、塩化メチレン、その他のハロゲン化炭化水素系溶剤、またはこ
れらを含む液体は使用しないでください。

• 他の多くの液体も、アルミニウムと反応する恐れのある化学物質を含んでいる場合があり
ます。 適合性については、材料供給元にお問い合わせください。

プププラララスススチチチッッッククク部部部品品品ののの洗洗洗浄浄浄溶溶溶剤剤剤ののの危危危険険険

多くの溶剤は、プラスチックの部品の品質を低下させ、故障に至らせる可能性があり、これ
は重傷事故または物的損害の原因になることがあります。

• プラスチックの構造用部品または圧力含有部品を洗浄する場合は、部品に適合する水性
ベースの溶剤のみを使用するようにしてください。

• これおよび他のすべての機器取扱説明書における技技技術術術デデデーーータタタを参照して下さい。流体お
よび溶剤の製造業者による MSDS および推奨事項をお読みください。
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警告

警警警告告告
装装装置置置誤誤誤用用用ののの危危危険険険性性性

誤用は死あるいは重篤な怪我の原因となります。

• 疲労しているとき、または薬物の服用や飲酒状態では装置を操作しないでください。
• システム内で耐圧または耐熱定格が最も低い部品の、最高使用圧力または最高使用温度を超
えないようにしてください。すべての機器取扱説明書の技技技術術術デデデーーータタタを参照してください。

• 装置の接液部品に適合する液体と溶剤を使用してください。 すべての機器取扱説明書
の技術データを参照してください。 液体と溶剤の製造元の警告を参照してください。
ご使用の材料に関する完全な情報については、販売代理店または小売店より MSDS
を取り寄せてください。

• 機器が通電中あるいは加圧中の場合は作業場を離れないでください。
• 装置の使用を終了する場合は、すべての装置の電源を切断し、圧圧圧力力力開開開放放放手手手順順順に従っ
てください。

• 毎日、装置を点検してください。 メーカー純正の交換用部品のみを使用し、磨耗また
は破損した部品を直ちに修理または交換してください。

• 装置を改造しないでください。装置を改造または変更すると、担当機関からの承認が無効
になり、安全上の問題が生じる場合があります。

• 全ての装置が、それらを使用する環境用に格付けおよび承認されていること確認し
てください。

• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。 詳しくは販売代理店にお問い
合わせください。

• ホースとケーブルは通路、鋭利な先端、可動部品、高温の表面からは離してください。
• ホースをねじったり、過度に曲げたり、ホースを引っ張って装置を引き寄せたりし
ないでください。

• 子供や動物を作業場から遠ざけて下さい。
• 適用されるすべての安全に関する規制に従ってください。

可可可動動動部部部品品品ののの危危危険険険性性性

可動部品は指や身体の一部を挟んだり、切ったり、切断したりする可能性があります。

• 可動部品に近づかないでください。
• 保護ガードまたはカバーを外したまま装置を運転しないで下さい。
• 圧力がかかった装置は、突然 (前触れもなく) 起動することがあります。 装置を点検、
移動、またはサービスする前に、 圧圧圧力力力開開開放放放手手手順順順に従ってすべての電源接続を外してく
ださい。

火火火傷傷傷ののの危危危険険険性性性

加熱された装置表面と液体は、操作中に非常に高温になることがあります。 重度の火傷
を避けるためには:

• 高温の流体や装置に触らないでください。
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イソシアネートに関する重要な情報

イイイソソソシシシアアアネネネーーートトトににに関関関すすするるる重重重要要要ななな情情情報報報
イソシアネート (ISO) は、2 成分材料で使用される触媒です。

イイイソソソシシシアアアネネネーーートトトののの条条条件件件

イソシアネート類を含むスプレー材料は有害な霧、蒸気、噴霧化した微粒子を発生させることが
あります。

• イソシアネート類に関する具体的な危険性や注意事項については、メーカーの警告文及びMSDS (製
品安全データシート) をご覧ください。

• イソシアネート類の使用には危険の可能性のある処理が伴います。 訓練を受け、資格を持ち、
本説明書の情報、液体製造者の塗布指示およびＳＤＳを読み、理解した上で本器具を使用して
スプレーを行って下さい。

• 正しくないメンテナンスをされている、または調整ミスのある器具は、不適切に硬化された素材
を生じ、ガスや異臭の発生源となる可能性があります。 本説明書に従い注意深く器具のメン
テナンスと調整を行って下さい。

• イソシアネートの霧、蒸気、霧状の微粒子の吸引を防ぐために、作業場にいる全ての方が適切なレ
スピレーター保護具を着用してください。送気マスクを含む可能性のある、正しいサイズのレスピ
レーターを常に着用してください。液体製造者の SDS の指示に従って作業場を換気してください。

• 皮膚のイソシアネート類との接触は避けてください。 作業場の全ての方が、液体の製造者およ
び地域の監督当局が推奨する、化学品が浸透不可能な手袋、防護服、足被覆物を着用してくださ
い。 汚染された衣類の取り扱いを含む、液体製造者の全ての推奨事項に従ってください。 スプ
レー後は、飲食前に手や顔を洗ってください。

• イソシアネート類にさらされる危険性は、スプレー後も続きます。適切な個人用保護具を着用され
ない方は、液体製造者が特定する塗布中および塗布後の期間は作業場に立ち入らないでください。
一般的にはこの期間は、少なくとも 24 時間です。

• イソシアネート類に曝される危険エリアである作業場に入る可能性のある方には警告を与えてくだ
さい。 液体の製造者および地域の監督官庁の勧告に従ってください 作業場の外に次のような標
識を立てることをお勧めします。
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イソシアネートに関する重要な情報

材材材料料料ののの自自自然然然発発発火火火

材料の中には、厚く塗布されると自然発火を起
こすものがあります。 材料の製造業者の警告や
SDS をよくお読みください。

コココンンンポポポーーーネネネンンンﾄﾄﾄAAA及及及びびびBBBははは、、、別別別々々々にににししし
たたた状状状態態態にににしししててておおおいいいててて下下下さささいいい。。。

流体ライン中の硬化素材には相互汚染が生じ、重
篤な怪我や器具の損傷を起こす可能性がありま
す。 相互汚染を防止するため、

• コンポーネント A とコンポーネント B の接液
部品を交換しししななないいいでででください。

• 一方の側で汚染された溶剤を絶対に他の側に使
用しないでください。

材材材料料料ののの変変変更更更

注注注
お手元の器具の素材のタイプの変更については、
器具の損傷とダウンタイムを避けるために特別
に注意を払う必要があります。

• 材料を変更する場合、装置を数回フラッシュ
し、完全に清潔な状態にしてください。

• 洗浄後は、必ず液体インレットストレーナー
を清掃してください。

• 化学的適合性については、材料製造元にお問
い合わせください。

• エポキシ類、ウレタン類、ポリウレア類間で
の変更では、全ての液体コンポーネントを解体
してホースを変えてください。エポキシ樹脂
は多くの場合、B (硬化剤) 側にアミンがあり
ます。 ポリウレアは多くの場合、B (樹脂) 側
にアミンがあります。

イイイソソソシシシアアアネネネーーートトトののの水水水分分分へへへののの反反反応応応

ISO は水分 (湿気など) に反応し、ISOが部分的に
硬化させ、液体中で浮遊する細かな、硬い、摩耗
性のある粒子状の結晶を形成します。 表面上に
膜が形成されるに従って、ISO は粘度を増し、ゲ
ル化します。

注注注
部分的に硬化した状態の ISO は、すべての接液
部品の性能を低下させ、寿命を短くします。

• 通気孔に乾燥剤を詰めた密封容器、または窒
素封入した密封容器を使用してください。絶絶絶
対対対ににに蓋の開いた容器で ISO を保管しないでく
ださい。

• ISO ポンプのウェットカップもしくはリザー
バー (設置の場合) が適切な潤滑剤で満たされ
ているようしてください。潤滑剤は ISO と外
気の間の障壁の役割を果たします。

• ISO と互換性のある防湿ホースのみを使用し
てください。

• 再生溶剤は決して使用しないでください。水
分を含んでいる場合があります。溶剤の容器
は、使用しないときは、常に蓋を閉めておい
てください。

• 組立直す際には、必ず適切な潤滑剤を使用し
てネジ山の潤滑を行ってください。

注注注意意意::: 液体の膜形成量および結晶化の割合は、ISO
の混合率、湿度および温度により変化します。

245245245 fafafa 発発発泡泡泡剤剤剤ををを含含含むむむ発発発泡泡泡性性性樹樹樹脂脂脂

発泡剤によっては、加圧されていない状態で、特
に撹拌された場合に、33°C (90°F) 以上の温度で泡
立つものがあります。発泡を抑えるために、循環
システム内の予備加熱を最低限に抑えて下さい。
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モデル

モモモデデデルルル

リリリアアアクククタタターーー 222 EEE---303030、、、EEE---303030 エエエリリリーーートトト

すべてのエリートシステムには、液体インレットセンサー、比率モニターおよび Xtreme-Wrap 15 m
(50 フィート) 加熱ホースが含まれています。 部品番号については、 アクセサリー, page 12を参照
してください。

EEE---303030 モモモデデデルルル EEE---303030 エエエリリリーーートトトモモモデデデルルル
モモモデデデルルル 101010 kWkWkW 151515 kWkWkW 101010 kWkWkW 15kW15kW15kW
プププロロロポポポーーーシシショョョナナナーーー★ 272010 272011 272110 272111
最最最大大大液液液体体体使使使用用用圧圧圧力力力MpaMpaMpa
(bar(bar(bar、、、psi)psi)psi)

2000 (14, 140) 2000 (14, 140) 2000 (14, 140) 2000 (14, 140)

サササイイイクククルルルごごごとととののの概概概算算算出出出
力力力 (A(A(A +++ B)B)B) リリリッッットトトルルル (((ガガガ
ロロロンンン)))

0.0272 (0.1034) 0.0272 (0.1034) 0.0272 (0.1034) 0.0272 (0.1034)

最最最高高高流流流量量量ポポポンンンドドド///分分分 (kg/(kg/(kg/
分分分)))

30 (13.5) 30 (13.5) 30 (13.5) 30 (13.5)

合合合計計計のののシシシススステテテムムム負負負荷荷荷††† ◊
(((ワワワッッットトト)))

17,900 23,000 17,900 23,000

設設設定定定可可可能能能ななな電電電圧圧圧相相相 ◊ 200
–240
VAC
1Ø

200
–240
VAC
3Ø∆

350
–415
VAC
3ØY

200
–240
VAC
1Ø

200
–240
VAC
3Ø∆

350
–415
VAC
3ØY

200
–240
VAC
1Ø

200
–240
VAC
3Ø∆

350
–415
VAC
3ØY

200
–240
VAC
1Ø

200
–240
VAC
3Ø∆

350
–415
VAC
3ØY

全全全負負負荷荷荷ピピピーーーククク電電電流流流*** 78 50 34 100 62 35 78 50 34 100 62 35

FusionFusionFusion APAPAP パパパッッッケケケーーージジジ ‡
(ガン部品番号)

AP2010
(246102)

AH2010
(246102)

AP2011
(246102)

AH2011
(246102)

AP2110
(246102)

AH2110
(246102)

AP2111
(246102)

AH2111
(246102)

FusionFusionFusion CSCSCS パパパッッッケケケーーージジジ ‡
(ガン部品番号)

CS2010
(CS02
RD)

CH2010
(CS02
RD)

CS2011
(CS02
RD)

CH2011
(CS02
RD)

CS2110
(CS02
RD)

CH2110
(CS02
RD)

CS2111
(CS02
RD)

CH2111
(CS02
RD)

ProblerProblerProbler P2P2P2 パパパッッッケケケーーージジジ ‡
(ガン部品番号)

P22010
(GCP2
R2)

PH2010
(GCP2
R2)

P22011
(GCP2
R2)

PH2011
(GCP2R2
)

P22110
(GCP2
R2)

PH2110
(GCP2R2
)

P22111
(GCP2
R2)

PH2111
(GCP2
R2)

24K240 24K240 24K240 24K240 24Y240 24Y240 24Y240 24Y240加加加熱熱熱ホホホーーーススス
151515 mmm (50ft)(50ft)(50ft)
24K240 (傷ガード)
24Y240 (Xtreme-wrap)

個個個数数数：：： 1 個個個数数数：：： 5 個個個数数数：：： 1 個個個数数数：：： 5 個個個数数数：：： 1 個個個数数数：：： 5 個個個数数数：：： 1 個個個数数数：：： 5

手手手元元元加加加熱熱熱ホホホーーーススス
333メメメーーートトトルルル (10(10(10フフフィィィーーートトト)))

246050 246050 246050 246050

比比比率率率モモモニニニタタターーー ✓ ✓
液液液体体体イイインンンレレレッッットトトセセセンンンサササーーー
(2)(2)(2)

✓ ✓

*** 全装置を最高性能で運転した場合の全負荷アンペ
ア。各流量および混合チャンバサイズにおける
ヒューズ定格はこれを下回ることがあります。

† 各装置の最長加熱ホース長さを基準にした、シ
ステム全体の消費電力 (ワット)。

• E–30 と E–XP2 シリーズ、手元ホース含めて
加熱ホースの最大長さは　94.5 m (310 フィー
ト)。

★ 承認, page 12 を参照してください。

‡ パッケージにはガン、加熱ホース、および手
元ホースが含まれます。 エリートパッケージ
には、比率モニターおよび液体インレットセ
ンサーも含まれます。

◊ 線間入力電圧が低いと利用可能な電力が低下す
るため、ヒーターは最大能力で作動しません。
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モデル

電電電圧圧圧設設設定定定キキキーーー
Ø 位相
∆ DELTA
Y WYE
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モデル

GracoGracoGraco リリリアアアクククタタターーー 222 EEE---XP2XP2XP2 おおおよよよびびび
EEE---XP2XP2XP2 エエエリリリーーートトト

すべてのエリートシステムには、液体インレットセンサーおよび Xtreme-Wrap 15 m (50 フィート) 加熱
ホースが含まれています。部品番号については、アクセサリー, page 12を参照してください。

E–XP2E–XP2E–XP2 モモモデデデルルル E–XP2E–XP2E–XP2 エエエリリリーーートトトモモモデデデルルルモモモデデデルルル
151515 kWkWkW 151515 kWkWkW

プププロロロポポポーーーシシショョョナナナーーー★ 272012 272112
最最最大大大液液液体体体使使使用用用圧圧圧力力力MpaMpaMpa
(bar(bar(bar、、、psi)psi)psi)

3500 (24.1, 241) 3500 (24.1, 241)

サササイイイクククルルルごごごとととののの概概概算算算出出出
力力力 (A(A(A +++ B)B)B) リリリッッットトトルルル (((ガガガ
ロロロンンン)))

0.0203 (0.0771) 0.0203 (0.0771)

最最最大大大流流流量量量 RategpmRategpmRategpm /// 分分分
(((リリリッッットトトルルル /// 分分分)))

2 (7.6) 2 (7.6)

合合合計計計のののシシシススステテテムムム負負負荷荷荷††† ◊
(((ワワワッッットトト)))

23,000 23,000

設設設定定定可可可能能能ななな電電電圧圧圧相相相 ◊ 200–240
VAC 1Ø

200–240
VAC 3Ø∆

350–415
VAC 3ØY

200–240
VAC 1Ø

200–240
VAC 3Ø∆

350–415
VAC 3ØY

全全全負負負荷荷荷ピピピーーーククク電電電流流流 (((アアアンンン
ペペペアアア)))

100 62 35 100 62 35

FusionFusionFusion APAPAP パパパッッッケケケーーージジジ ‡
(ガン部品番号)

AP2012
(246100)

AP2112
(246100)

ProblerProblerProbler P2P2P2 パパパッッッケケケーーージジジ ‡
(ガン部品番号)

P22012
(GCP2R1)

P22112
(GCP2R1)

加加加熱熱熱ホホホーーーススス
151515 mmm (50ft)(50ft)(50ft)

24K241
(擦り傷ガード)

24Y241
(Xtreme-Wrap)

手手手元元元加加加熱熱熱ホホホーーーススス
333 メメメーーートトトルルル (10(10(10 フフフィィィーーー
トトト)))

246055 246055

液液液体体体イイインンンレレレッッットトトセセセンンン
サササーーー (2)(2)(2)

✓

比比比率率率モモモニニニタタターーー ✓

* 全装置を最高性能で運転した場合の全負荷
アンペア。各流量および混合チャンバサイ
ズにおけるヒューズ定格はこれを下回るこ
とがあります。

† 各装置の最長加熱ホース長さを基準にし
た、システム全体の消費電力 (ワット)。

• E–30 と E–XP2 シリーズ、手元ホース含
めて加熱ホースの最大長さは　94.5 m
(310 フィート)。

★ 承認, page 12 を参照してください。

‡ パッケージにはガン、加熱ホース、および
手元ホースが含まれます。 エリートパッ
ケージには液体インレットセンサーも含
まれます。

◊ 線間入力電圧が低いと利用可能な電力が低
下するため、ヒーターは最大能力で作動
しません。

電電電圧圧圧設設設定定定キキキーーー
Ø 位相
∆ DELTA
Y WYE
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承認

承承承認認認
Intertek の承認は、ホース無しのプロポーショナー
に適用されます。

プププロロロポポポーーーシシショョョナナナーーーののの承承承認認認:::

990247199024719902471

ANSI/UL 規格に適合 499
CAN/CSA 標準 C22.2 No. 88 に適合

アアアクククセセセサササリリリーーー
キキキッッットトト番番番号号号 説説説明明明

24U315 エアマニホールドキット (4 アウ
トレット)

24U314 ホイールおよびハンドルキット

16X521 Graco InSite 延長ケーブル、7.5 m
(24.6 フィート)

キキキッッットトト番番番号号号 説説説明明明

24N449 (リモートディスプレーモジュール
から) 15 m (50 フィート) のCAN
ケーブル

24K207 液体温度センサー (FTS) RTD つき

24U174 リモートディスプレイモジュール
キット

24K337 警報灯キット

15V551 ADM 保護カバー (10 パック)

15M483 リモートディスプレイモジュール
保護カバー (10 パック)

24M174 ドラムレベル用スティック

121006 45 m (150 フィート) CAN ケーブル
(リモートディスプレイモジュー
ル用)

24N365 RTD テストケーブル (抵抗値の測
定を補助)

24N748 比率モニターキット

979200 統合型PowerStation, Tier 4 Final,
エアーなし

979201 統合型PowerStation, Tier 4 Final,
20 CFM

979202 統合型PowerStation, Tier 4 Final,
35 CFM
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付属の取扱説明書

付付付属属属ののの取取取扱扱扱説説説明明明書書書
以下の取扱説明書が、リアクター 2 とともに発送
されます。装置に関する詳細説明については、こ
れらの取扱説明書を参照してください。
マママニニニュュュアアアルルル
型型型

説説説明明明

333023 リアクター 2 E-30 および E-XP2
の操作

333091 リアクター 2 E-30 および E-XP2
スタートアップクイックガイド

333092 リアクター 2 E-30 および E-XP2
シャットダウンクイックガイド

関関関連連連ののの説説説明明明書書書
以下の取扱説明書は、Reactor で使用するアクセ
サリー用です。 説明書は www.graco.com でもご
利用になれます。

英英英語語語のののコココンンンポポポーーーネネネンンントトト取取取扱扱扱説説説明明明書書書

シシシススステテテムムム説説説明明明書書書
333023 リアクター 2 E-30 および E-XP2 の

操作
置置置換換換ポポポンンンプププののの取取取扱扱扱説説説明明明書書書
309577 電動式リアクター置換ポンプ、修理

- 部品
フフフィィィーーードドドシシシススステテテムムムののの取取取扱扱扱説説説明明明書書書
309572 加熱ホース、取扱説明書 - 部品
309852 循環とリターンチューブキット、取

扱説明書 - 部品
309815 材料供給ポンプキット、取扱説明書

- 部品
309827 材料供給ポンプエア給気キット、取

扱説明書 - 部品
スススプププレレレーーーガガガンンンののの取取取扱扱扱説説説明明明書書書
309550 Fusion ™ AP ガン
312666 Fusion ™ CS ガン
313213 Probler ®P2 Gun
アアアクククセセセサササリリリーーーののの取取取扱扱扱説説説明明明書書書
3A1905 材料供給ポンプシャットダウンキッ

ト、取扱説明書 - 部品
3A1906 警報灯キット、取扱説明書 - 部品
3A1907 リモートディスプレイモジュールキッ

ト、取扱説明書 - 部品
332735 エアマニホールドキット、取扱説明

書 - 部品
332736 ハンドルおよびホイールキット、取

扱説明書 - 部品
3A6738 比率モニターキット、指示
3A6335 統合型PowerStation、指示
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トラブルシューティング

トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

リモートコントローラーにより始動された予期
せぬ機械の操作による怪我を防ぐために、トラ
ブルシューティングの前にシステムからカスタ
マーＩ／Ｏケーブルを外して下さい。手順につ
いては、Reactor適用キットの説明書を参照し
てください。

エエエラララーーーのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

発生する可能性のあるエラーには 3 つの種類があ
ります。エラーは画面上に表示され、警報灯でも
表示されます (オプション)。

エエエラララーーー 説説説明明明

アアアラララーーームムム プロセスにとってクリ
ティカルなパラメータ
が、システム停止を必
要とするレベルに達し
ました。アラームはた
だちに対応する必要が
あります。

偏偏偏差差差 プロセスにとってク
リティカルなパラメー
タが、注意を必要とす
るレベルに達しました
が、現時点でシステム
停止を要するほどのレ
ベルではありません。

勧勧勧告告告 プロセスにとってただ
ちにクリティカルでは
ないパラメータです。
勧告に対しては、将来
さらに重大な問題が生
じるのを防ぐために注
意を払う必要がありま
す。

各エラーコードの原因および処置は、
エラーコード, page 14 を参照してください。

エラーのトラブルシューティングは、次のよう
に行います。

1. アクティブなエラーのヘルプについては、ソ
フトキーを押します。

Note

または を押して、前に表示さ
れていた画面に戻ります。

2. QR コード画面が表示されます。 お持ちのス
マートフォンで QR コードを読み取ると、アク
ティブなエラーコードに対応するオンライント
ラブルシューティングに直接転送されます。あ
るいは、手動の操作で http://help.graco.com へ
と移動し、アクティブなエラーを検索します。

3. インターネット接続がない場合、それぞれの
エラーコードについての原因と処置を確認す
るには、 エラーコード, page 14 を参照して
ください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーーコココーーードドド
オオオンンンララライイインンントトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
トラブルシューティグエラーの詳細については [help.graco.com] を参照してください。

注注注意意意::: エラーが発生する際には、それをリセットする前に確実にコードを断定します。どのエラーコード
が発生したのかを忘れた場合は、[Errors] 画面で日時と説明が付いた最新 200 件のエラーを見てください。

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

ホース抵抗モー
ドを選択し、
TCMは再較正し
ないで交換され
ました。

ホースを再較正します。
較正方法, page 79に従ってく
ださい。

05CH ADM/
TCM

推奨するホー
スの再較正

ホース抵抗モー
ドを選択し、
再較正しないで
ADMは新しいシ
ステムに移動し
ました。

ホースを再較正します。
較正方法, page 79に従ってく
ださい。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

システムに液体
がありません。

ポンプに液体がない場合、低モー
ター電流のエラーが発生する可能性
があります。 確認:

• 液体がポンプにある。
• インレットバルブが開いている。

システムが圧
力を生成できな
い。

出口制限がない。解放バルブが [ス
プレー] 位置にあるか確認してくだ
さい。

接続の緩み/故障 確認:

• MCM ポート #15 で電源コネクタ
がしっかり接続されている。 配
線によりコネクタの位置がずれて
いない。

• ケーブル絶縁や配線に切断や摩耗
がない。

• 配線が電源コネクタターミナルに
しっかり固定されている。 電源
コネクタの配線をそれぞれ引っ
張ってテストしてください。

• モーターケースの張力緩和装置部
のケーブルに損傷がない。

A1NM MCM モーター電流
が低すぎる。

モーターの不良 MCM ポート #15 でモーター電源コ
ネクタが取り外します。 モーター
電源コネクタの抵抗を測定します。

モーターの電源リード線の各ペア
(M1 と M2、M1 と M3、M2 と M3)
間の抵抗が 8 オームより小さい数値
であることを確認してください。
数値が 8 オーム を超えていて、そ
れまでの手順 (電源コネクタやモー
ターケーブルに緩みや損傷) が全て
確認済みの場合は、モーターの交換
が必要かもしれません。

ヒーター配線の
短絡

配線の接触を確認してください。A4DA ヒーター
A

A の電流が高
すぎる。

ヒーターの不
良。

ヒーターの抵抗値を確認してくださ
い。ヒーターの抵抗値は各ヒーター
エレメントで 18 ～ 12 Ω、10 kW シ
ステムの場合が 9 ～ 12 Ω、15 kW
システムの場合が 6 ～ 8 Ωのはずで
す。許容差を超えた場合、ヒーター
エレメントを交換してください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

ヒーター配線の
短絡

配線の接触を確認してください。A4DB ヒーター
B

B の電流が高
すぎる。

ヒーターの不
良。

ヒーターの抵抗値を確認してくだ
さい。 ヒーターの抵抗値は 10 kW
の場合が 9 ～ 12 Ω、15 kW の場合
が 6 ～ 8 Ωのはずです。 許容差を
超えた場合、ヒーターを交換して
ください。

供給電圧や周波
数変化がホース
の電流制御に影
響を及ぼしてい
る場合がありま
す。

システム切断スイッチの電圧と周波
数を測定し、不安定になっていない
か確認します。

A4DH ホース 高電流ホース

発電機はReactor
の組み合わせや
他のサポート設
備に対して小型
である場合があ
ります。

ヘッドアンローダ機能付き連続運転
圧縮機を使ってください。

発電機につながっている不要な負荷
は除いてください。

ソフトウエアバ
グ

ソフトウエアで特定されたバグがこ
の障害を引き起こしている可能性が
あります。高圧・低流量稼働時はこ
の可能性が高くなります。 システ
ムを最新システムソフトウェアに
アップグレードしてください。

モーター配線の
短絡。

モーターへの配線を確認して、裸線
同士が接触していなくて、接地に短
絡されているワイヤーがないことを
確認してください。

モーターが回転
しない。

モーターからポンプのギアハウジン
グを外し、モーターハウジング上で
モーターシャフトが指定された方向
に自由に回転していることを確認
してください。

ギア列の破損。 ポンプのギア列に破損が無いか確
認して、必要に応じて修理、交換
してください。

A4NM MCM モーター電流
が高すぎる。

薬剤ポンプが詰
まっている。

薬剤ポンプを修理または交換して
ください。

A7DA ヒーター
A

A に予期しな
い電流が発生
した。

TCM の短絡。 エラーがクリアされないか、何度も
発生する場合、モジュールを交換
してください。

A7DB ヒーター
B

B に予期しな
い電流が発
生。

TCM の短絡。 エラーがクリアされないか、何度も
発生する場合、モジュールを交換
してください。

A7DH ホース ホースに予期
しない電流が
発生。

TCM の短絡。 エラーがクリアされないか、何度も
発生する場合、モジュールを交換
してください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

遮断器がトリッ
プした。

遮断器がトリップした状態であるか
目視でチェックします。

A8DA ヒーター
A

A に電流が流
れない。

接続の緩み/故障 ヒーターの配線が緩んでいないか確
認してください。

遮断器がトリッ
プした。

遮断器がトリップした状態であるか
目視でチェックします。

A8DB ヒーター
B

B に電流が流
れない。

接続の緩み/故障 ヒーターの配線が緩んでいないか確
認してください。

遮断器がトリッ
プした。

遮断器がトリップした状態であるか
目視でチェックします。

A8DH ホース 電流なしホー
ス

接続の緩み/故障 ヒーターの配線が緩んでいないか確
認してください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

ねじ交差 CAN
ケーブル

CAN ケーブルでは 24VDC でモ
ジュール間の電源投入と通信が行わ
れます。ねじ交差 CAN ケーブルコ
ネクタが通信問題やモジュール電源
供給の問題を引き起こしていること
があります。 MCM や他のモジュー
ルのねじ交差 CAN 接続を注意深く
確認してください。

モジュールに 24
VDC が供給され
ない。

各モジュールで緑色の光が点灯し
ている必要があります。 緑色の光
が点灯していない場合、CAN ケー
ブルにねじの交差がないか、それ
がしっかり接続されているか確認
してください。

電源の出力電圧が 24 VDC であるこ
とを確認してください。 電圧が異
なっていた場合、電源の配線を点検
してください。 配線に問題がない
場合、電源を交換します。

モジュールにソ
フトウェアが無
い。

ソフトウェアアップグレードトー
クンを ADM に差し込み電源を入れ
直してください。 アップロードが
完了するまでトークンを外さない
でください。 ソフトウェアのロー
ドについては、モジュールプログ
ラミングの説明書 3A1244 を参照
してください。

CAN ケーブルの
緩みまたは故障

GCA モジュール間の CAN ケーブル
を確認してください。 必要に応じ
てねじの交差や接続状態を確認して
ください。 それでも問題が解決し
ない場合、各ケーブルをコネクタの
周りで動かして GCA モジュールで
黄色の光が点滅していることを確認
してください。 黄色の光が点滅し
ていない場合、CAN ケーブルを交
換してください。

ダイアルが誤っ
た位置に設定さ
れている。

MCM ダイアルが正しい位置である
ことを確認してください (E-30: ダ
イアル位置 = 2、E-XP2: ダイアル
位置 = 3)。

CACM MCM MCM 通信エ
ラー

モジュール間の
ソフトウェア不
一致

新しいモジュールをシステムにイン
ストールしたとき、もしくは他のシ
ステムから移転したときには、ソフ
トウェア不一致が発生することがあ
ります。 システムの説明書に記載
された手順に従って、全モジュール
のソフトウェアを更新してくださ
い。 アップロードが完了するまで
トークンを外さないでください。
ソフトウェアのロードについては、
モジュールプログラミングの説明書
3A1244 を参照してください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

ねじ交差 CAN
ケーブル

CAN ケーブルでは 24VDC でモ
ジュール間の電源投入と通信が行わ
れます。ねじ交差 CAN ケーブルコ
ネクタが通信問題やモジュール電源
供給の問題を引き起こしていること
があります。 TCMや他のモジュー
ルのねじ交差 CAN 接続を注意深く
確認してください。

モジュール間の
ソフトウェア不
一致

新しいモジュールをシステムにイン
ストールしたとき、もしくは他のシ
ステムから移転したときには、ソフ
トウェア不一致が発生することがあ
ります。 システムの説明書に記載
された手順に従って、全モジュール
のソフトウェアを更新してくださ
い。 アップロードが完了するまで
トークンを外さないでください。
ソフトウェアのロードについては、
モジュールプログラミングの説明書
3A1244 を参照してください。

モジュールに 24
VDC が供給され
ない。

各モジュールで緑色の光が点灯し
ている必要があります。 緑色の光
が点灯していない場合、CAN ケー
ブルにねじの交差がないか、それ
がしっかり接続されているか確認
してください。

電源の出力電圧が 24 VDC であるこ
とを確認してください。 電圧が異
なっていた場合、電源の配線を点検
してください。 配線に問題がない
場合、電源を交換します。

モジュールにソ
フトウェアが無
い。

ソフトウェアアップグレードトー
クンを ADM に差し込み電源を入れ
直してください。 アップロードが
完了するまでトークンを外さない
でください。 ソフトウェアのロー
ドについては、モジュールプログ
ラミングの説明書 3A1244 を参照
してください。

CACT TCM TCM 通信エ
ラー

CAN ケーブルの
緩みまたは故障

GCA モジュール間の CAN ケーブル
を確認してください。 必要に応じ
てねじの交差や接続状態を確認して
ください。 それでも問題が解決し
ない場合、各ケーブルをコネクタの
周りで動かして GCA モジュールで
黄色の光が点滅していることを確認
してください。 黄色の光が点滅し
ていない場合、CAN ケーブルを交
換してください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

混合チャンバが選択したシステムに
対して大きすぎます。 システムの
定格に適合した混合チャンバを使用
してください。

システムに薬剤があり、供給ポンプ
が正しく作動していることを確認
してください。

ポンプに材料が無い。 ポンプが薬
剤を供給していることを確認してく
ださい。 必要であれば、ドラムを
交換するか補充してください。

DADX MCM ポンプの暴走 流量が高すぎ
る。

インレットボールバルブが閉まって
います。ボールバルブを開きます。

スイッチが切断
されているか、
ケーブルに損傷
があります。

サイクルスイッチと MCM、ポート
12 間の配線を確認してください。

スイッチに不具
合があります。

ピン 3 と 4 の間の抵抗を測定して
ください。通常、スイッチが開いて
いて抵抗が非常に高くなっています
(開回路)。 サイクルスイッチ磁石が
スイッチ近辺にある場合 (閉接点)、
抵抗は通常 1 オーム未満です。

DE0X MCM サイクルス
イッチエラー

サイクルスイッ
チ磁石が紛失し
たか、位置がず
れています。

出力クランクアーム上でサイクル
スイッチ磁石の存在と位置を確認
してください。

EVCH ADM 手動ホース
モードが有効

システムセッ
トアップ画面で
手動ホースモー
ドが有効化され
た。

機能する液体温度センサー (FTS) を
ホースに取り付けてください。 手
動ホースモードは自動的に終了し
ます。

EAUX ADM USB がビジー
状態

USB ドライブが
ADM に挿入され
ている。

ダウンロードまたはアップロードが
完了するまで USB ドライブを取り
外さないでください。

EVUX ADM USB 無効 USB のダウン
ロード/アップ
ロードが無効

USB ドライブを挿入する前に高度
なセットアップ画面で USB のダウ
ンロード/アップロードを有効化し
てください。
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エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

設定圧力/流量以
上で装置が稼働
している。

混合チャンバが設定した圧力に対し
て大きすぎる。

設定圧力が所定の混合チャンバーに
対して高すぎる。

取扱説明書の圧力/流量性能チャー
トを確認し、混合チャンバのサイ
ズを落とすか、適切な圧力を設定
してください。

F9DX MCM 高圧/流量の削
減

モーター温度ま
たはモーター制
御温度が高すぎ
る。

高度表示モジュール (ADM) ソフト
ウェア 16N725 (全バージョン) と
17A157 (バージョン1.01.001 のみ)
に適用。

• これらの指定ソフトウェアリリー
スに関しては、コード F9DX、
T3NM、と T3CM が組み合わさ
れ、全てがコード F9DX を発生さ
せていました。 17A517 1.01.001
以降の ADM ソフトウェアでは、
こららの3つのコードが分離され
ています。

• 全ての原因/解決法については
T3NM や T3CM を確認してくだ
さい。

A側(ISO)イン
レット圧力が低
すぎる。

A側(ISO)供給ポンプの圧力を上げ
ます。

F9FA ADM 流量カット
バック低イン
レット圧力(A
側)

A側(ISO)イン
レット流量が低
すぎる。

大型A側(ISO)供給ポンプを取り付
けます。

B側(RES)イン
レット圧力が低
すぎる。

B側(RES)供給ポンプの圧力を上げ
ます。

F9FB ADM 流量カット
バック低イン
レット圧力(B
側)

B側 (RES) イン
レット流量が低
すぎます

大型B側(RES)供給ポンプを取り付
けます。

H2MA ヒーター
A

低周波数 A 回線周波数が 45
Hzより低い。

入力電源の回線周波数が 45～ 65 Hz
であることを確認してください。

H2MB ヒーター
B

低周波数 B 回線周波数が 45
Hzより低い。

入力電源の回線周波数が 45～ 65 Hz
であることを確認してください。

H2MH ホース 低頻度ホース 回線周波数が 45
Hzより低い。

入力電源の回線周波数が 45～ 65 Hz
であることを確認してください。

H3MA ヒーター
A

高周波数 A 回線周波数が 65
Hz より高い。

入力電源の回線周波数が 45～ 65 Hz
であることを確認してください。

H3MB ヒーター
B

高周波数 B 回線周波数が 65
Hz より高い。

入力電源の回線周波数が 45～ 65 Hz
であることを確認してください。

H3MH ホース 高頻度ホース 回線周波数が 65
Hz より高い。

入力電源の回線周波数が 45～ 65 Hz
であることを確認してください。
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エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

ソフトウエアバ
グ

ロックされた回転子がない場合、そ
してプロポーショナーモーターの構
造的な問題や損傷もない場合、この
エラーコードを誤って発生させるこ
とがある古いモーター制御ソフト
ウェアにバグがあります。 システ
ムバージョン 2.01.001 (モーター制
御モジュール 2.01.001) もしくはそ
れ以降のソフトウェアにアップグ
レードしてください。

薬剤ポンプが詰
まっている。

薬剤ポンプを修理または交換して
ください。

ギア列の破損。 ポンプのギア列に破損が無いか確
認して、必要に応じて修理、交換
してください。

K8NM MCM モーターの回
転子がロック
されている。

モーターが回転
しない。

モーターからポンプのギアハウジン
グを外し、モーターハウジング上で
モーターシャフトが指定された方向
に自由に回転していることを確認
してください。

L1AX ADM A の薬剤レベ
ルが低すぎ
る。

材料レベルが低
すぎる。

ADM メンテナンス画面で材料を補
充しドラムレベルを更新してくださ
い。

システムセットアップ画面でアラー
ムを無効にできます。

L1BX ADM B の薬剤レベ
ルが低すぎ
る。

材料レベルが低
すぎる。

ADM メンテナンス画面で材料を補
充しドラムレベルを更新してくださ
い。

システムセットアップ画面でアラー
ムを無効にできます。

MMUX USB 保守期限 -
USB

USB ログのレベ
ルが、ログをダ
ウンロードしな
いとデータ損失
が起きるレベル
にまで達しまし
た。

USB ドライブを ADM に挿入し全ロ
グをダウンロードしてください。
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エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

A と B の材料の
圧力差が定義さ
れている値より
大きい。

材料の流れが両方の材料ラインで
均等に制限されていることを確認
してください。

圧力不均衡の定
義が低すぎる。

不必要なアラームを避け、ディスペ
ンスを停止するために、システム
セットアップ画面で圧力不均衡値が
正しい最大圧力であることを確認
してください。

材料切れ タンクを材料で充填します。

供給システムの
欠陥。

供給ポンプとホースが詰まってい
ないか確認してください。 供給ポ
ンプの空気圧が正しいか確認して
ください。

P0AX MCM A の圧力不均
衡が高すぎ
る。

ヒーターイン
レットの破損
したディスクか
ら液が漏れてい
る。

ヒーターと圧力解放/スプレーバル
ブが接続されていることを確認して
ください。 清掃します。 破損した
ディスクを交換してください。パイ
ププラグと交換しないでください。

A と B の材料の
圧力差が定義さ
れている値より
大きい。

材料の流れが両方の材料ラインで
均等に制限されていることを確認
してください。

圧力不均衡の定
義が低すぎる。

不必要なアラームを避け、ディスペ
ンスを停止するために、システム
セットアップ画面で圧力不均衡値が
正しい最大圧力であることを確認
してください。

材料切れ タンクを材料で充填します。

供給システムの
欠陥。

供給ポンプとホースが詰まってい
ないか確認してください。 供給ポ
ンプの空気圧が正しいか確認して
ください。

P0BX MCM B の圧力不均
衡が高すぎ
る。

ヒーターイン
レットの破損
したディスクか
ら液が漏れてい
る。

ヒーターと圧力解放/スプレーバル
ブが接続されていることを確認して
ください。 清掃します。 破損した
ディスクを交換してください。パイ
ププラグと交換しないでください。

インレット圧力
が定義値より低
い。

ポンプへのインレット圧力が十分で
あることを確認してください。

P1FA MCM A のインレッ
ト圧力が低す
ぎる。

定義値が高すぎ
る。

システムセットアップ画面で定義し
た低圧アラームレベルが許容可能で
あることを確認してください。
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エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

インレット圧力
が定義値より低
い。

ポンプへのインレット圧力が十分で
あることを確認してください。

P1FB MCM B のインレッ
ト圧力が低す
ぎる。

定義値が高すぎ
る。

システムセットアップ画面で定義し
た低圧アラームレベルが許容可能で
あることを確認してください。

インレット圧力
が定義値より低
い。

ポンプへのインレット圧力が十分で
あることを確認してください。

P2FA MCM A のインレッ
ト圧力が低す
ぎる。

定義値が高すぎ
る。

システムセットアップ画面で定義し
た低圧アラームレベルが許容可能で
あることを確認してください。

インレット圧力
が定義値より低
い。

ポンプへのインレット圧力が十分で
あることを確認してください。

P2FB MCM B のインレッ
ト圧力が低す
ぎる。

定義値が高すぎ
る。

システムセットアップ画面で定義し
た低圧アラームレベルが許容可能で
あることを確認してください。

設定温度に到達
する前にシステ
ムに圧力が加え
られた。

ホースとポンプの圧力はシステムの
温度が上がるにつれて上昇します。
ポンプを作動させる前に、ヒートを
オンにし、すべての領域が設定温度
に到達するまで暖めてください。

圧力トランス
デューサの不
良。

ADM の圧力測定値とアナログゲー
ジをマニホールドで確認してくだ
さい。

P4AX MCM 高圧 A

E-30 として設定
された E-XP2 シ
ステム

E-30 のアラームレベルが E-XP2 よ
り低い。 MCM のダイアルが E-XP2
の位置 "3" に設定されていることを
確認してください。

設定温度に到達
する前にシステ
ムに圧力が加え
られた。

ホースとポンプの圧力はシステムの
温度が上がるにつれて上昇します。
ポンプを作動させる前に、ヒートを
オンにし、すべての領域が設定温度
に到達するまで暖めてください。

圧力トランス
デューサの不
良。

ADM の圧力測定値とアナログゲー
ジをマニホールドで確認してくだ
さい。

P4BX MCM 高圧 B

E-30 として設定
された E-XP2 シ
ステム

E-30 のアラームレベルが E-XP2 よ
り低い。 MCM のダイアルが E-XP2
の位置 "3" に設定されていることを
確認してください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

A側(ISO)ポンプ
インレットボー
ルまたはシート
が損傷していま
す。

A側(ISO)ポンプインレットボールお
よびシートを交換します。

P4FA ADM 高インレット
圧力(A側)

ドラムとプロ
ポーショナー 間
でA側(ISO)材料
が膨張していま
す。

熱膨張を回避するために、A側(ISO)
材料ドラムをプロポーショナー と
同じ周囲温度に調整します。

B側(RES)ポンプ
インレットボー
ルまたはシート
が損傷していま
す。

B側(RES)ポンプインレットボール
およびシートを交換します。

P4FB ADM 高インレット
圧力(B側)

材料ドラムとプ
ロポーショナー
間でB側(RES)材
料が膨張してい
ます。

熱膨張を回避するために、B側(RES)
材料ドラムをプロポーショナー と
同じ周囲温度に調整します。

接続の緩み/不良 圧力トランスデューサが適切に取
り付けられていて、すべてのワイ
ヤーが適切に接続されているか確認
してください。

P6AX MCM A の圧力セン
サーエラー

センサーの不
良。

トランスデューサーによってエラー
が発生するか確認してください。
MCM からトランスデューサーケー
ブルを外してください (コネクタ 6
および 7)。 A と B を入れ替えて、
エラーが発生するか確認してくだ
さい。 エラーが発生する場合、圧
力トランスデューサーを交換して
ください。

接続の緩み/不良 圧力トランスデューサが適切に取
り付けられていて、すべてのワイ
ヤーが適切に接続されているか確認
してください。

P6BX MCM B の圧力セン
サーエラー

センサーの不
良。

トランスデューサーによってエラー
が発生するか確認してください。
MCM からトランスデューサーケー
ブルを外してください (コネクタ 6
および 7)。 A と B を入れ替えて、
エラーが発生するか確認してくだ
さい。 エラーが発生する場合、圧
力トランスデューサーを交換して
ください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

インレットセン
サーが取り付け
られていない。

インレットセンサーが取り付けられ
ていない場合、インレットセンサー
はシステムセットアップ画面で無効
にする必要があります。

接続の緩み/不良 インレットセンサーが適切に取り付
けられていて、すべてのワイヤーが
適切に接続されていることを確認
してください。

P6FA MCM インレット
A の圧力セン
サーエラー

センサーの不
良。

インレットセンサーによってエラー
が発生するか確認してください。
MCM からインレットセンサーケー
ブルを外してください (コネクタ 8
および 9)。 A と B を入れ替えて、
エラーが発生するか確認してくださ
い。 センサーによってエラーが発
生する場合、インレットセンサーを
交換してください。

インレットセン
サーが取り付け
られていない。

インレットセンサーが取り付けられ
ていない場合、インレットセンサー
はシステムセットアップ画面で無効
にする必要があります。

接続の緩み/不良 インレットセンサーが適切に取り付
けられていて、すべてのワイヤーが
適切に接続されていることを確認
してください。

P6FB MCM インレット
B の圧力セン
サーエラー

センサーの不
良。

インレットセンサーによってエラー
が発生するか確認してください。
MCM からインレットセンサーケー
ブルを外してください (コネクタ 8
および 9)。 A と B を入れ替えて、
エラーが発生するか確認してくださ
い。 センサーによってエラーが発
生する場合、インレットセンサーを
交換してください。

A と B の材料の
圧力差が定義さ
れている値より
大きい。

材料の流れが両方の材料ラインで
均等に制限されていることを確認
してください。

圧力不均衡の定
義が低すぎる。

不必要なアラームを避け、ディスペ
ンスを停止するために、システム
セットアップ画面で圧力不均衡値が
正しい最大圧力であることを確認
してください。

材料切れ タンクを材料で充填します。

供給システムの
欠陥。

供給ポンプとホースが詰まってい
ないか確認してください。 供給ポ
ンプの空気圧が正しいか確認して
ください。

P7AX MCM A の圧力不均
衡が高すぎ
る。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

ヒーターイン
レットの破損
したディスクか
ら液が漏れてい
る。

ヒーターと圧力解放/スプレーバル
ブが接続されていることを確認して
ください。 清掃します。 破損した
ディスクを交換してください。パイ
ププラグと交換しないでください。

A と B の材料の
圧力差が定義さ
れている値より
大きい。

材料の流れが両方の材料ラインで
均等に制限されていることを確認
してください。

圧力不均衡の定
義が低すぎる。

不必要なアラームを避け、ディスペ
ンスを停止するために、システム
セットアップ画面で圧力不均衡値が
正しい最大圧力であることを確認
してください。

材料切れ タンクを材料で充填します。

供給システムの
欠陥。

供給ポンプとホースが詰まってい
ないか確認してください。 供給ポ
ンプの空気圧が正しいか確認して
ください。

P7BX MCM B の圧力不均
衡が高すぎ
る。

ヒーターイン
レットの破損
したディスクか
ら液が漏れてい
る。

ヒーターと圧力解放/スプレーバル
ブが接続されていることを確認して
ください。 清掃します。 破損した
ディスクを交換してください。パイ
ププラグと交換しないでください。

A側(ISO)ポンプ
損傷

A側(ISO)ポンプの損傷をチェック
します。 必要な場合、ポンプを交
換します。

A側ポンプとメー
ター間で液体漏
れ

液体ラインのA側化学物質(ISO)の漏
れの検査をします。

A側(ISO)再循環
バルブの損傷

A側(ISO)再循環バルブを交換しま
す。

A側(ISO)流量計
の損傷

A側(ISO)流量計を交換します。

A側材料ドラム
が空です。

A側(ISO)材料ドラムを交換します。

R1D0 ADM 低比率/低流量
(A側)

A側(ISO)ポンプ
のキャビテー
ション

A側(ISO)供給ポンプの圧力を上げ
ます。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

B側(RES)ポンプ
の損傷

B側(RES)ポンプの損傷をチェック
します。 必要な場合、ポンプを交
換します。

B側ポンプとメー
ター間で液体漏
れ

液体ラインのB側化学物質(RES)の
漏れの検査をします。

B側(RES)再循環
バルブの損傷

B側(RES)再循環バルブを交換しま
す。

B側(RES)流量計
の損傷

B側(RES)流量計を交換します。

B側材料ドラム
が空です。

B側(RES)材料ドラムを交換します。

R4D0 ADM 高比率/低流量
(B側)

B側(RES)ポン
プのキャビテー
ション

B側(RES)供給ポンプの圧力を上げ
ます。

A側(ISO)流量計
の損傷

A側(ISO)流量計を交換します。R9AX ADM A側流量計が
パルスなし

A側構成部品に
流量なし(ISO)

A側(ISO)インレットバルブが開いて
いることを確認します。

B側(RES)流量計
の損傷

B側(RES)流量計を交換します。R9BX ADM B側流量計が
パルスなし

B側構成部品に
流量なし(RES)

B側(RES)インレットバルブが開い
ていることを確認します。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

現在の設定値に
対して流量が高
すぎる。

使用するユニットの定格に適合する
小型混合チャンバを使用してくださ
い。再循環させる場合は、流量また
は温度の設定値を下げてください。

ヒーターターミ
ナルブロック上
のジャンパーが
緩んでいるかま
たは損失

ジャンパーを再度接続するか、また
は新たに取り付ける。

RTD の不良、ま
たは RTD のヒー
ターへの設置方
法の不良。

Aおよび Bのヒーター出力ケーブル
と RTD ケーブルを交換して問題が
発生するか確認してください。もし
そうであれば、RTDを交換します。

ヒーター配線も
しくはコネクタ
の緩み。

緩いヒーターエレメント配線もし
くは TCM の緩い緑コネクタを確認
してください。

T2DA ヒーター
A

A の温度が低
すぎる。

ヒーターエレメ
ントの不具合。

ヒーターの抵抗値を確認してくださ
い。ヒーターの抵抗値は各ヒーター
エレメントで 18 ～ 21 Ω、10 kW シ
ステムの場合が 9 ～ 12 Ω、15 kW
システムで 6 ～ 8 Ω、20 kW システ
ムで 4 ～ 6 Ω となります。 許容差
を超えた場合、ヒーターエレメント
を交換してください。

現在の設定値に
対して流量が高
すぎる。

使用するユニットの定格に適合する
小型混合チャンバを使用してくださ
い。再循環させる場合は、流量また
は温度の設定値を下げてください。

ヒーターターミ
ナルブロック上
のジャンパーが
緩んでいるかま
たは損失

ジャンパーを再度接続するか、また
は新たに取り付ける。

RTD の不良、ま
たは RTD のヒー
ターへの設置方
法の不良。

Aおよび Bのヒーター出力ケーブル
と RTD ケーブルを交換して問題が
発生するか確認してください。もし
そうであれば、RTDを交換します。

ヒーター配線も
しくはコネクタ
の緩み。

緩いヒーターエレメント配線もし
くは TCM の緩い緑コネクタを確認
してください。

T2DB ヒーター
B

B の温度が低
すぎる。

ヒーターエレメ
ントの不具合。

ヒーターの抵抗値を確認してくださ
い。ヒーターの抵抗値は各ヒーター
エレメントで 18 ～ 21 Ω、10 kW シ
ステムの場合が 9 ～ 12 Ω、15 kW
システムで 6 ～ 8 Ω、20 kW システ
ムで 4 ～ 6 Ω となります。 許容差
を超えた場合、ヒーターエレメント
を交換してください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

システムの温め
られていない部
分の冷たい薬剤
が開始時にホー
ス FTS を通っ
た。

始める前に、温めた薬剤を冷たいド
ラムに再循環させください。

T2DH ホース ホースの温度
が低すぎる。

現在の設定値に
対して流量が高
すぎる。

使用するユニットの定格に適合する
小型混合チャンバを使用してくださ
い。再循環させる場合は、流量また
は温度の設定値を下げてください。

吸入液の温度が定義されているエ
ラーレベルを超えるまで、液体を
ヒーターに再循環させてください。

T2FA MCM インレット A
の温度が低す
ぎる。

吸入液の温度が
定義値未満。

システムセットアップ画面で低温逸
脱レベルを増やしてください。

吸入液の温度が定義されているエ
ラーレベルを超えるまで、液体を
ヒーターに再循環させてください。

T2FB MCM インレット B
の温度が低す
ぎる。

吸入液の温度が
定義値未満。

システムセットアップ画面で低温逸
脱レベルを増やしてください。

ホースの設定値が A と B の設定値
より高い。 ホースの設定値を下げ
ます。

T3CH ホース ホースの削減 ホースに長時
間電流が流れて
いたのでホース
の電流が低下し
た。 ホースFTSが他のホースよりも低温

の環境にあります。FTSを他のホー
スと同じ環境に晒してください。

周囲温度が高す
ぎる。

システム使用前に、周囲温度が
48°C (120°F) より低いことを確認
してください。

エンクロージャ
のファンが作動
しない。

電気エンクロージャのファンが回
転していることを確認してくださ
い。 回転していない場合、ファン
の配線を確認するかファンを交換
してください。

T3CT TCM TCMの削減

モジュールの
ファンが作動し
ない。

TCM ファンのエラー (WMI0) が発生
した場合、モジュール内のファン
が正しく作動していません。 TCM
ファンにゴミが無いか確認して、必
要なら強制空気で取り除きます。

T3CM MCM MCM の温度
の削減

モーター制御温
度が高すぎる。

周辺の気温が 120° F (48° C) 以下で
ある事を確認して下さい

全てのファンが作動していることを
確認してください。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

モーターの背後
の冷却ファンが
適切に作動して
いません。

• 装置の電源がオンになっていると
きはファンが作動する。

• ファンがモーターに向かって (内
向きに) 作動する。

• ファンに汚れがなくスムーズに作
動する。 ファングリル前の障害
物を除きます。

• 温風がファンに向かって吹いてい
ない (他の熱源から)。

周囲温度が高す
ぎる。

周辺の気温が 120° F (48° C) 以下で
ある事を確認して下さい

T3NM MCM モーター温度
削減

設定圧力/流量以
上で装置が稼働
している。

混合チャンバが設定した圧力に対し
て大きすぎる。

設定圧力が所定の混合チャンバーに
対して高すぎる。

注注注意意意::: モーターの寿命を長くするた
めにこの削減が行われます。 モー
ターの温度が高くなり過ぎた場合
は、この勧告により、自動的に設定
圧力が下げられてモーターが冷却さ
れます。 この勧告を避けるため、
システムを低いデューティサイクル
で、または小型混合チャンバで作動
させてください。

周囲温度が高す
ぎる。

システム使用前に、周囲温度が
48°C (120°F) より低いことを確認
してください。

T4CM MCM MCM の温度
が高すぎる。

エンクロージャ
のファンが作動
しない。

電気エンクロージャのファンが回
転していることを確認してくださ
い。 回転していない場合、ファン
の配線を確認するかファンを交換
してください。

周囲温度が高す
ぎる。

システム使用前に、周囲温度が
48°C (120°F) より低いことを確認
してください。

エンクロージャ
のファンが作動
しない。

電気エンクロージャのファンが回
転していることを確認してくださ
い。 回転していない場合、ファン
の配線を確認するかファンを交換
してください。

T4CT TCM TCM の温度が
高すぎる。

モジュールの
ファンが作動し
ない。

TCM ファンのエラー (WMI0) が発生
した場合、モジュール内のファン
が正しく作動していません。 TCM
ファンにゴミが無いか確認して、必
要なら強制空気で取り除きます。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

RTD の不良、ま
たは RTD のヒー
ターへの設置方
法の不良。

Aおよび Bのヒーター出力ケーブル
と RTD ケーブルを交換して問題が
発生するか確認してください。もし
そうであれば、RTDを交換します。

T4DA ヒーター
A

A の温度が高
すぎる。

流れの温度が設
定値に対し高す
ぎるため、ガン
のトリガーを外
すときに温度超
過が発生する。

使用するユニットの定格に適合す
る小型混合チャンバを使用してく
ださい。

RTD の不良、ま
たは RTD のヒー
ターへの設置方
法の不良。

Aおよび Bのヒーター出力ケーブル
と RTD ケーブルを交換して問題が
発生するか確認してください。もし
そうであれば、RTDを交換します。

T4DB ヒーター
B

B の温度が高
すぎる。

流れの温度が設
定値に対し高す
ぎるため、ガン
のトリガーを外
すときに温度超
過が発生する。

使用するユニットの定格に適合す
る小型混合チャンバを使用してく
ださい。
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エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

暑い直射日光な
どで過剰熱源部
のホースの部分
の液体が過熱し
ています。 スプ
レー開始時は、
過熱液体が FTS
を超えてきてこ
のアラームを発
生させます。 発
生温度はホース
温度設定を超え
た 27° F (15° C)
です。

ホースを直射日光に当てないように
するか、停止状態にあるときは FTS
を同じ環境に晒してください。

らせん状になっ
たホースは、
ホース部に過
熱を発生させま
す。 スプレー開
始時は、過熱液
体が FTS を超え
てきます。

加熱前にホース全体をほどいてくだ
さい。 積み重ねられたり包み隠さ
れたりしているホース部は自己加熱
してこの問題をもたらします。

T4DH ホース ホースの温度
が高すぎる。

FTS 上の液体
ホース絶縁をし
損なうと、ホー
ス温度制御が
不安定になりま
す。

ホース温度は、FTS 取り付け金具か
らプロポーショナー方向に約 0.5 m
(18 インチ) 奥の A 側 (赤) 液体ホー
スの中で測定します。

絶縁部が A 側ホースの最後部の少
なくとも 2 m (6 ft) で無傷であるこ
とを確認してください。 そうでな
い場合は、個別に未絶縁ホースを交
換してください。 (ホース束全体の
交換絶縁を包み隠してしまうこと
は、適切なホース温度制御として
は不十分です。)

交換絶縁は Graco からでもハード
ウェアショップからでも入手でき
ます。

A または B の設
定値をホースの
設定値よりずっ
と高くすると、
ホースの温度設
定値より 15°C
(27°F) 以上高い
液が FTS を通
ることがありま
す。

A と B の設定値に近づくように、
ホースの設定値を上げてください。

T4DH ホース ホースの温度
が高すぎる。

周囲温度が低い
ため、ホースの
過熱を引き起こ
しています。

周囲温度が低いため FTS が冷却さ
れ、ホースの過熱が必要以上に長
く行われる原因となっています。
ホースの残りの部分と同じ速度で加
熱するよう、ホースの FTS 部分を
断熱してください。
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過熱スイッチが
110°C (230°F) よ
り高い温度の液
体を検知した。

ヒーターの電力が高すぎるので、過
熱スイッチが開いています。 RTD
の測定値が不正です。 ヒーターが
冷めた後で RTD を交換してくださ
い。スイッチが閉じています。ヒー
ター温度が 87°C (190°F) を下回れ
ばエラーをクリアできます。

過熱スイッチの
ケーブルまたは
接続が断線して
いるか緩んでい
る。

ヒーターが実際には温度超過でない
場合は、TCMと過熱スイッチとの間
の配線と接続を確認してください。

T4EA ヒーター
A

スイッチ A の
温度が高すぎ
る。

過熱スイッチが
開位置にならな
い。

過熱スイッチを交換してください。
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エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

過熱スイッチが
110°C (230°F) よ
り高い温度の液
体を検知した。

ヒーターの電力が高すぎるので、過
熱スイッチが開いています。 RTD
の測定値が不正です。 ヒーターが
冷めた後で RTD を交換してくださ
い。スイッチが閉じています。ヒー
ター温度が 87°C (190°F) を下回れ
ばエラーをクリアできます。

過熱スイッチの
ケーブルまたは
接続が断線して
いるか緩んでい
る。

ヒーターが実際には温度超過でない
場合は、TCMと過熱スイッチとの間
の配線と接続を確認してください。

T4EB ヒーター
B

スイッチB の
温度が高すぎ
る。

過熱スイッチが
開位置にならな
い。

過熱スイッチを交換してください。
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エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

周囲温度が高す
ぎる。

システム使用前に、周囲温度が
49°C (120°F) より低いことを確認
してください。

冷却ファンが適
切に作動してい
ません。

• モーターのファンが作動している
ことを確認してください。ファン
への電圧を測定します。 24 VDC
である必要があります。 電圧が
測定されない場合、ファンの配線
を確認してください。

• ファンに電圧がかかっているにも
かかわらず動かない場合、ファン
を交換してください。

• 必要ならエアホースを使用して
ファンハウジング周辺に溜まった
ゴミを吹き飛ばしてください。

モーター温度
ケーブルの接
続が切断されて
いるか緩んでい
る。

モーター温度センサーとモジュール
間の配線を確認してください。

T4NM MCM モーター温度
が高すぎる。

故障したモー
ター温度セン
サー

モーター温度ケーブルコネクタ上の
ピン 1 と 3 の間の抵抗を測定してく
ださい。数値は温度によって変わり
ますが、室温(72°F/22°C) では、抵
抗は大体 1500 ～ 2500 オームにな
るようにしてください。 開回路値
が断線の可能性を表わしています。
モーターを交換してください。

RTD ケーブルま
たは接続が外れ
ているか緩んで
います。

RTD へのすべての配線と接続を確
認してください。

T6DA ヒーター
A

A のセンサー
でエラー

RTDが不良。 RTDを他のものに交換して、エラー
メッセージが出るか確認してくださ
い。 RTD によってエラーが発生し
た場合、RTDを交換してください。

RTD ケーブルま
たは接続が外れ
ているか緩んで
います。

RTD へのすべての配線と接続を確
認してください。

T6DB ヒーター
B

B のセンサー
でエラー。

RTDが不良。 RTDを他のものに交換して、エラー
メッセージが出るか確認してくださ
い。 RTD によってエラーが発生し
た場合、RTDを交換してください。
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エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

T6DH ホース ホースのセン
サーでエラー

ホースの RTD
ケーブルが外れ
ているか、短絡
している、また
は FTS の不良で
す。

各ホースのRTD接続を確認して、緩
んでいるコネクタがあれば締め直し
てください。ホースの RTD ケーブ
ルおよびFTSの導通を測定してくだ
さい。加熱ホースの修理, page 75を
参照してください。測定するには、
RTDテストキット 24N365 を注文し
てください。

修理が完了するまで、ホースのRTD
を外してマニュアルホースモードを
使用して作業を行ってください。
ホース抵抗モードでは較正係数の保
存が必要です。 ご使用のプロポー
ショナーの取扱説明書を参照して
ホース制御モードを有効にしてく
ださい。

ホースの RTD
ケーブルの短絡
または FTS の不
良。

各 RTD 接続部を露出させ、RTD
の配線が露出していないか、短
絡していないか確認してくださ
い。ホースの RTD ケーブルおよび
FTS の導通を測定してください。
加熱ホースの修理, page 75を参照し
てください。 測定するには、RTD
テストキット 24N365 を注文してく
ださい。

修理が完了するまでは、ホースの
RTD を外して手動ホースモードま
たはホース抵抗モードを使用して作
業を続行してください。 ホース抵
抗モードでは較正係数の保存が必要
です。 ご使用のプロポーショナー
の取扱説明書を参照してホース制御
モードを有効にしてください。

T6DT TCM TCM のセ
ンサーでエ
ラー。

ヒータ A または
B の RTD が短絡
しています。

接続されていないホース FTS でエ
ラーがまだ発生する場合、ヒーター
RTD の 1 つに不良があります。
TCM から A または B の RTD を外
してください。 RTD を外すことで
T6DT エラーが解消した場合は、
RTD を交換してください。
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エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

モーター温度
ケーブルの接
続が切断されて
いるか緩んでい
る。

モーター温度センサーとモジュール
間の配線を確認してください。

T6NM MCM センサーエ
ラーモーター

故障したモー
ター温度セン
サー

モーター温度ケーブルコネクタ上の
ピン 1 と 3 の間の抵抗を測定してく
ださい。 数値は温度によって変わ
りますが、室温(72°F/22°C) では、
抵抗は大体 1500 ～ 2500 オームに
なるようにしてください。 開回路
値が断線の可能性を表わしていま
す。モーターを交換します。

RTD の不良、ま
たは RTD のヒー
ターへの設置方
法の不良。

Aおよび Bのヒーター出力ケーブル
と RTD ケーブルを交換して問題が
発生するか確認してください。もし
そうであれば、RTDを交換します。

ヒーター配線も
しくはコネクタ
の緩み。

緩いヒーターエレメント配線もし
くは TCM の緩い緑コネクタを確認
してください。

ヒーターエレメ
ントの不具合。

ヒーターの抵抗値を確認してくださ
い。ヒーターの抵抗値は各ヒーター
エレメントで 18 ～ 21 Ω、10 kW シ
ステムの場合が 9 ～ 12 Ω、15 kW
システムで 6 ～ 8 Ω、20 kW システ
ムで 4 ～ 6 Ω となります。 許容差
を超えた場合、ヒーターエレメント
を交換してください。

T8DA ヒーター
A

A で温度が上
昇しない。

ヒーターが動作
温度になる前に
スプレーが開始
された。

スプレーまたは再循環前に、動作温
度になるまで待ってください。

RTD の不良、ま
たは RTD のヒー
ターへの設置方
法の不良。

Aおよび Bのヒーター出力ケーブル
と RTD ケーブルを交換して問題が
発生するか確認してください。もし
そうであれば、RTDを交換します。

ヒーター配線も
しくはコネクタ
の緩み。

緩いヒーターエレメント配線もし
くは TCM の緩い緑コネクタを確認
してください。

T8DB ヒーター
B

B で温度が上
昇しない。
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ヒーターエレメ
ントの不具合。

ヒーターの抵抗値を確認してくださ
い。ヒーターの抵抗値は各ヒーター
エレメントで 18 ～ 21 Ω、10 kW シ
ステムの場合が 9 ～ 12 Ω、15 kW
システムで 6 ～ 8 Ω、20 kW システ
ムで 4 ～ 6 Ω となります。 許容差
を超えた場合、ヒーターエレメント
を交換してください。

ヒーターが動作
温度になる前に
スプレーが開始
された。

スプレーまたは再循環前に、動作温
度になるまで待ってください。

T8DH ホース ホースで温
度が上昇しな
い。

ヒーターが動作
温度になる前に
スプレーが開始
された。

スプレーまたは再循環前に、動作温
度になるまで待ってください。

接続の緩み/不
良、または回路
ブレーカが落ち
ている。

配線の接続が緩んでいないか、回
路ブレーカが落ちていないか確認
してください。

V1CM MCM MCM の電圧
が低すぎる。

入力線間電圧が
低すぎる。

回路ブレーカで電圧を測定して電
圧が 195 VAC より高いことを確認
してください。

24 VDC 電源の
調整ミス

電源の電圧を測定してください。
電圧は 23 ～ 25 VDC である必要が
あります。 許容差を超えた場合、
出力電圧をおよそ24 VDC に調節し
てください。

配線で短絡また
は断続接続

修理説明書の回路図を参照してくだ
さい。全 CAN ケーブルを追跡し、
全接続を点検してください。

V1IT TCM 低電圧 MCM

24 VDC 電源の
不良。

電圧の許容範囲への調節ができない
場合は、電源を交換してください。

24 VDC 電源の
調整ミス

電源の電圧を測定してください。
電圧は 23 ～ 25 VDC である必要が
あります。 許容差を超えた場合、
出力電圧をおよそ24 VDC に調節し
てください。

配線で短絡また
は断続接続

修理説明書の回路図を参照してくだ
さい。全 CAN ケーブルを追跡し、
全接続を点検してください。

V2IT TCM 低電圧 MCM

24 VDC 電源の
不良。

電圧の許容範囲への調節ができない
場合は、電源を交換してください。

接続の緩み、ま
たは回路ブレー
カが落ちてい
る。

配線の接続が緩んでいないか、回
路ブレーカが落ちていないか確認
してください。

V2MA TCM 低電圧

入力線間電圧が
低すぎる。

回路ブレーカで電圧を測定して電
圧が 195 VAC より高いことを確認
してください。
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接続の緩み、ま
たは回路ブレー
カが落ちてい
る。

配線の接続が緩んでいないか、回
路ブレーカが落ちていないか確認
してください。

V2MB TCM 低電圧

入力線間電圧が
低すぎる。

回路ブレーカで電圧を測定して電
圧が 195 VAC より高いことを確認
してください。

接続の緩み、ま
たは回路ブレー
カが落ちてい
る。

配線の接続が緩んでいないか、回
路ブレーカが落ちていないか確認
してください。

V2MH TCM 少量ホース

入力線間電圧が
低すぎる。

回路ブレーカで電圧を測定して電
圧が 195 VAC より高いことを確認
してください。

V3IT TCM 高電圧 MCM 24 VDC 電源の
不良。

電源の電圧を確認してください。
電圧は 23 ～ 25 VDC である必要が
あります。 許容差を超えた場合、
電源を交換してください。

受電するライ
ン電圧が高過ぎ
る。

入力システム電源が適切に配線され
ているか確認してください。各回路
ブレーカの電圧が 195 ～ 264 VAC
であることを確認してください。

V3MA TCM 高電圧

発電機はhigh-leg
delta (電灯・動
力共用三相4線
式) 設定です。

high-leg delta 設定になっていてこの
エラーが頻発している場合、発電機
の設定を 208 VAC wye (star) に変え
てください。 Graco テクニカルサ
ポートにお問い合わせ下さい。

受電するライ
ン電圧が高過ぎ
る。

入力システム電源が適切に配線され
ているか確認してください。各回路
ブレーカの電圧が 195 ～ 264 VAC
であることを確認してください。

V3MB TCM 高電圧

発電機はhigh-leg
delta (電灯・動
力共用三相4線
式) 設定です。

high-leg delta 設定になっていてこの
エラーが頻発している場合、発電機
の設定を 208 VAC wye (star) に変え
てください。 Graco テクニカルサ
ポートにお問い合わせ下さい。

V3MH TCM 多量ホース 受電するライ
ン電圧が高過ぎ
る。

入力システム電源が適切に配線され
ているか確認してください。各回路
ブレーカの電圧が 195 ～ 264 VAC
であることを確認してください。

V4CM MCM MCM の電圧
が高すぎる。

受電するライ
ン電圧が高過ぎ
る。

入力システム電源が適切に配線され
ているか確認してください。各回路
ブレーカの電圧が 195 ～ 264 VAC
であることを確認してください。

V4IT TCM 高電圧 MCM 24 VDC 電源の
不良。

電源の電圧を確認してください。
電圧は 23 ～ 25 VDC である必要が
あります。 許容差を超えた場合、
電源を交換してください。
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V4MA TCM 高電圧 受電するライ
ン電圧が高過ぎ
る。

入力システム電源が適切に配線され
ているか確認してください。各回路
ブレーカの電圧が 195 ～ 264 VAC
であることを確認してください。

V4MB TCM 高電圧 受電するライ
ン電圧が高過ぎ
る。

入力システム電源が適切に配線され
ているか確認してください。各回路
ブレーカの電圧が 195 ～ 264 VAC
であることを確認してください。

V4MH TCM 多量ホース 受電するライ
ン電圧が高過ぎ
る。

入力システム電源が適切に配線され
ているか確認してください。各回路
ブレーカの電圧が 195 ～ 264 VAC
であることを確認してください。

ソフトウェア
バージョンが不
正。

システムトークンを ADM モジュー
ルに差し込み電源を入れ直してくだ
さい。 アップロードが完了するま
でトークンを外さないでください。

WBC0 MCM ソフトウェア
バージョンエ
ラー

MCMに線間電圧
が無い。

V1CM も存在する場合は、V1CM の
トラブルシューティグを参照してく
ださい。 MCM に線間電圧が無い場
合、ソフトウェアバージョンは読
み取れません。

WMC0 TCM ソフトウェア
の更新が必要
です

TCMソフトウ
エアを更新して
ホース抵抗モー
ドを使用する必
要があります。

ソフトウエアバージョンン
4.01.001以降のものを使
用してADMを更新します。
ADM ソフトウェアのアップデート,
page 85を参照してください。

WMI0 TCM TCM ファンエ
ラー

TCM 内のファン
が適切に動作し
ていません。

TCM ファンにゴミが無いか確認し
て、必要なら強制空気で取り除き
ます。

WSUX USB USB の設定エ
ラー。

USB の正しい設
定ファイルがあ
りません。

システムトークンを ADM に差し込
み、電源を入れ直してください。
トークンを外す前に、USB ポート
上の光が点滅を止めるまで待って
ください。

WXUD ADM USB ダウ
ンロードエ
ラー。

ログファイルの
ダウンロードに
失敗した。

USBドライブをバックアップして再
フォーマットしてください。ダウン
ロードをもう一度試してください。

WXUU ADM USB アッ
プロードエ
ラー。

カスタム言語
ファイルのアッ
プロードに失敗
しました。

通常の USB ダウンロードを実行し
て、新しい disptext.txt ファイルを使
用してカスタム言語をアップロード
してください。

再較正なしで
ホースの一部が
取り外されたか
たは交換された

ホースを再較正します。
較正方法, page 79に従ってく
ださい。

Z1DH ホース 低抵抗ホース
ワイヤ

ホースワイヤ温
度が低過ぎる

ホースワイヤ温度が –4 °F (-20 °C)
以上である事を確認して下さい。
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トラブルシューティング

エエエラララーーー 場場場所所所 種種種類類類 説説説明明明 原原原因因因 解解解決決決策策策

再較正なしで
ホースの一部が
追加または交換
された

ホースを再較正します。
較正方法, page 79に従ってく
ださい。

Z4DH ホース 高抵抗ホース
ワイヤ

ホースワイヤ温
度が髙過ぎる

ホースワイヤ温度が221°F (105 °C)
以下である事を確認して下さい。

Z6DH ホース ホースのセン
サーでエラー

TCMがホースワ
イヤ抵抗を検知
できない

• 15.2 m(50フィート)以上の加熱
ホースがシステムに接続されてい
ることを確認します。

• エラーがクリアされないか、何
度も発生する場合、TCMを交換
してください。

333473P 43



トラブルシューティング

シシシススステテテムムム

トラブルシューティング手順を実行する前に:

1. 圧力を開放します。 圧力開放手順, page 52を参照してください。
2. 主電源スイッチをオフにします。
3. 装置が冷めるまで待ちます。

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策
電源が供給されていない。 主電源スイッチをオンにします。
24 V 電源の故障。 電源を交換します。

リアクターの ADM がオンにな
らない。

サージプロテクターの故障。 サージプロテクターを交換しま
す。

接続を緩めます。 MCM 接続 13 を確認してくださ
い。

回路ブレーカ (CB02) が落ちて
いる。

ブレーカをリセットします。
回路ブレーカモジュールの修理,
page 66 を参照してください。
ブレーカの出力端子で 240VAC
かどうかを確認してください。

電動モーターが動作しない。

巻き線のショート。 モーターを交換します。
電動モーターの修理, page 65 を
参照してください。

ソフトウエアバグ ソフトウェアをその最新
バージョンにアップデー
トしてください。 ADM
ソフトウェアのアップデート,
page 85を参照してください。

電動モーターの動作が不安定。

モーターのベアリングが破損し
ている。

モーターを交換します。
電動モーターの修理, page 65 を
参照してください。

ワイヤを緩めます。 点検します。
電気回路図, page 111を参照して
ください。

ファンのブレードに障害物があ
る。

障害物を取り除きます。

冷却ファンが動作しない。

ファンの不良。 交換します。
モーターファンの交換, page 69を
参照してください。
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トラブルシューティング

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策
液体ホースまたはガンが詰まっ
ているか、液体ホースの内径が
小さ過ぎる。

ホースを清掃するか、内径の大
きなホースを使用する。

置換ポンプのピストンバルブま
たは吸入バルブの摩耗。

ポンプ取扱説明書を参照してく
ださい。

ポンプ出力が少ない。

圧力の設定ポイントが高すぎる。 設定ポイントを下げると、出力
が上がります。

ポンプパッキンナット付近から
液体が漏れている。

スロートシールの摩耗。 交換します。 ポンプ取扱説明書
を参照してください。

一方に圧力がない。 ヒーターインレットラプチャディ
スク (372) から液が漏れている。

ヒーターと圧力解放 / スプレー
バルブ (SA または SB) が接続さ
れていることを確認してくださ
い。清掃します。破損したディ
スク (372) を新しいものと交換し
ます。パイププラグと交換しな
いでください。

333473P 45



トラブルシューティング

ホホホーーーススス加加加熱熱熱シシシススステテテムムム

トラブルシューティング手順を実行する前に:

1. 圧力を開放します。 圧力開放手順, page 52を参照してください。
2. 主電源スイッチをオフにします。
3. 装置が冷めるまで待ちます。

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策

周囲温度が低すぎる。 ホースをより高温の場所へ移動
させるか、または加熱液体をホー
スに再循環させてください。

FTS の不良あるいは正しくない
設置

FTS を確認します。
RTD ケーブルと FTS
をチェックします。, page 76 を
参照してください。

電源電圧が低すぎる。 線間電圧を確認して下さい。 回
線電圧が低いとホース加熱シス
テムに提供できる電力が大幅に
低減し、より長いホース長に影
響を及ぼします。

ホースは加熱されるが過熱に通
常より時間がかかるか、その温
度に達しない。

ホース抵抗モードが有効になっ
ていると、較正係数が不正確に
なる場合があります。

ホースを再較正します。
較正方法, page 79に従ってくだ
さい。

Aと B設定ポイントが低すぎる。 Aと B設定ポイントを上げます。
ホースは温度上昇ではなく、温
度維持を目的として設計されて
います。

周囲温度が低すぎる。 A と B 設定ポイントを上げ、液
温を上げて安定させます。

流量が高すぎる。 サイズがより小さいミックスチャ
ンバーを使用する。 圧力を下げ
る。

ホースが完全に予熱されなかっ
た。

スプレーする前に、ホースが適
正な温度に加熱されるのをお待
ちください。

電源電圧が低すぎる。 線間電圧を確認して下さい。 回
線電圧が低いとホース加熱シス
テムに提供できる電力が大幅に
低減し、より長いホース長に影
響を及ぼします。

スプレー中にホースの温度が維
持されない。

ホース抵抗モードが有効になっ
ていると、較正係数が不正確に
なる場合があります。

ホースを再較正します。
較正方法, page 79に従ってくだ
さい。
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トラブルシューティング

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策

A と B ヒータの両方あるいは片
方が材料を過熱している。

RTD に問題がないか、また
は RTD に接続されたエレメ
ントに故障がないか、プライ
マリヒーターを確認します。
電気回路図, page 111 を参照して
ください。

FTS 接続の問題。 すべての FTS 接続が良好であ
り、コネクタのピンが汚れていな
い事を確認して下さい。 RTD の
配線を抜いて、汚れがあれば落と
して、もう一度差し込みます。

周囲温度が高すぎる。 ホースを覆うか、または周辺温
度の低い場所へ移動します。

FTS周りの断熱が不足している場
合、または損傷している場合、
ホース過熱が常にオンの状態に
なります。

ホース束が全長と接続部にわた
り十分に断熱材で覆われている
事を確認して下さい。

ホース温度が設定ポイントを越
えている。

ホース抵抗モードが有効になっ
ていると、較正係数が不正確に
なる場合があります。

ホースを再較正します。
較正方法, page 79に従ってくだ
さい。

FTS 接続の問題。 すべての FTS 接続が良好であ
り、コネクタのピンが汚れてい
ない事を確認して下さい。 ホー
スの長さに沿ってFTS の配線を
抜き、汚れがあれば落として、
もう一度差し込みます。

FTSが適正に設置されていない。 FTSを、ガンと同じ環境下でホー
スの先端に近い場所に取り付け
ます。 FTS の取り付けを確認し
ます。 液体温度センサー (FTS)
の修理, page 78を参照してくだ
さい。

ホース温度が不安定。

FTS周りの断熱が不足している場
合、または損傷している場合、
ホース過熱が常にオンの状態に
なります。

ホース束が全長と接続部にわた
り十分に断熱材で覆われている
事を確認して下さい。
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トラブルシューティング

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策

FTS の故障。 FTS を確認します。
液体温度センサー (FTS) の修理,
page 78 を参照してください。

FTSが適正に設置されていない。 FTSを、ガンと同じ環境下でホー
スの先端に近い場所に取り付け
ます。 FTS の取り付けを確認し
ます。 液体温度センサー (FTS)
の修理, page 78を参照してくだ
さい。

ホースの電気接続が緩んでいる。 接続を確認してください。 必要
に応じて修理します。

回路ブレーカが落ちている。 ブレーカ (CB01) を
リセットします。
回路ブレーカモジュールの修理,
page 66 を参照してください。

ホースゾーンがオンにならない。 ホースのヒートゾーンをオンに
します。

ホースが加熱しない。

A と B の設定温度が低すぎる。 点検します。 必要に応じて高く
します。

Reactor近くにあるホースの温度
が高く、下流のホースの温度が
低い。

接続が短絡、あるいはホース加
熱エレメントの故障。

電源をオフにし、手元ホースあ
りの状態、無しの状態でホース
の抵抗を確認します。 手元ホー
ス接続ありの状態で、測定値
は 3 オーム以下となるはずで
す。 手元ホース接続なしの状
態で、測定値は OL (オープ
ンループ) となるはずです。
ホース加熱電源コネクタを確認します。,
page 75を参照してください。

A と B の設定温度が低すぎる。 A と B の設定ポイントを上げま
す。 ホースは温度上昇ではな
く、温度維持を目的として設計
されています。

ホース設定温度が低すぎる。 点検します。 加熱温度維持のた
め必要に応じて設定温度を高め
ます。

流量が高すぎる。 サイズがより小さいミックスチャ
ンバーを使用する。 圧力を下げ
る。

低電流。FTS が取り付けられて
いない。

FTSを取り付ける。取扱説明書を
参照して下さい。

ホースのヒートゾーンが、設定
値に達するまでの時間オンにさ
れていない。

ホースを加熱するか、または液
体を予熱します。

ホースの電気接続が緩んでいる。 接続を確認してください。 必要
に応じて修理します。

周囲温度が低すぎる。 ホースをより高温の場所へ移動
させるか、または A と B の設定
値を上げてください。

ホースの加熱の程度が低い。
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トラブルシューティング

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策

ホース抵抗モードが有効になっ
ていると、較正係数が不正確に
なる場合があります。

ホースを再較正します。
較正方法, page 79に従ってくだ
さい。
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トラブルシューティング

プププララライイイマママリリリヒヒヒーーータタターーー

トラブルシューティング手順を実行する前に:

1. 圧力を開放します。 圧力開放手順, page 52を参照してください。
2. 主電源スイッチをオフにします。
3. 装置が冷めるまで待ちます。

問問問題題題

不要な修理を避けるために、推奨する解決策を各故障欄に指定された順で試してください。 さらに、
問題があると見なす前に、回路ブレーカー、スイッチ、制御系のすべてが適切に設定され、配線が
正しいことを確認します。

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策

加熱がオフになっている。 ヒートゾーンをオンにします。

温度制御アラーム。 エラーコードについて、ADM で
確認してください。

第 1 ヒーターが加熱しない。

RTD からの信号エラー。 RTD からの信号エラー。

RTD の接続が汚れている。 TCM に接続している RTD ケー
ブルを確認します。 RTD が逆
のヒートゾーンにつながれてい
ないことを確認してください。
RTD コネクタを抜き、もう一度
差し込みます。 RTD コネクタを
抜き、もう一度差し込みます。
RTD チップをヒーターエレメン
トに接触させます。

RTD がヒーターエレメントに接
触していない。

チップがヒーターエレメントに
接するようにフェルールナット
を緩め、RTDを押し込みます。
RTDチップとヒーターエレメン
トの位置を保ったまま、フェルー
ルナットを締め付けた後、さら
に 1/4 回転締めます。

ヒーターエレメントの不良。 ヒーターエレメントの交換, page
71を参照してください。

第 1 ヒーターの制御に異常があ
り、高温オバーシュート (T4DA、
T4DB) が断続的に発生する。

RTD からの信号エラー。 (T6DA, T6DB)、 エラーコードを
参照してください。

50 333473P



トラブルシューティング

流流流量量量計計計

トラブルシューティング手順を実行する前に:

1. 圧力を開放します。 圧力開放手順, page 52を参照してください。
2. 主電源スイッチをオフにします。
3. 装置が冷めるまで待ちます。

問問問題題題

不要な修理を避けるために、推奨する解決策を各故障欄に指定された順で試して下さい。

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策
ADMに入力されたK因子が不適
正です。

K因子を更新します。
流量計を交換します, page 67を
参照してください。
供給ポンプ圧力を上げます
大型供給ポンプを取り付けます。
Y形ストレーナーフィルターを清
掃します。
小型混合チャンバをスプレーガ
ンに取り付けます。

キャビテーションによってポン
プ性能が低下しています。

ドラムの中の材料をプロポーショ
ナーの周囲温度に調整します。
再度供給ホースを低い高さに設
置します。
システムからのエアパージ 比率
モニター説明書の指示を参照し
ます。

材料比率が1から大きくずれてい
る。 1.

供給ポンプと加熱ホース間のシ
ステム内で空気が閉じ込められ
ている。

加熱ホースを平坦な地面に置き
ます。 全ての空気がシステムか
ら放出されるまで材料を廃液缶
にスプレーします。
供給ポンプ圧力を上げます
大型供給ポンプを取り付けます。

ADMには低インレット圧力ア
ラームが表示されているが、イ
ンレット圧力読み取り値は適正
に見える。

スプレー中に、インレット圧力
が30 psi以下に低下する。

小型混合チャンバをスプレーガ
ンに取り付けます。

材料の流量および比率がADMに
表示されない。

流量計が無効です。 システム画面1で流量計を有効に
します。

流量計が繰り返し自動的に無効
になります。

インレットセンサーが無効になっ
ている。

インレットセンサーを有効にし
ます。 必ずインレットセンサー
を有効にして流量計を機能して
ください。
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圧力開放手順

圧圧圧力力力開開開放放放手手手順順順
このシンボルが表示されるたびに、圧力
開放手順に従ってください。

本装置は、圧力が手動で開放されるまでは、加
圧状態が続きます。皮膚の貫通などの加圧状態
の流体、流体の飛散、および可動部品から生じ
る重大な怪我を避けるために、スプレー停止後
と装置を清掃、点検、および整備する前に、圧
力開放の手順に従ってください。

Fusion AP ガンが図示されています。
1. ガンの圧力を解放し、ガンシャットダウン手順

を実行します。ガン説明書を参照して下さい。
2. ガンの液体インレットバルブ A および B を閉

じます。

3. 使用していれば、液供給ポンプおよびアジテー
タを停止します。

4. 液体を廃棄用容器または供給タンクに流しま
す。 圧力開放/スプレーバルブ (SA、SB) を圧

力開放/循環 に回します。ゲージが0に低
下していることを確認します。

5. ガンピストンの安全ロックをかけます。

6. ガンのエアラインを取り外し、ガン液体マニ
ホールドを外します。
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シャットダウン

シシシャャャッッットトトダダダウウウンンン

感電を避けるため、システムをシャットダウン
します。 すべての電気配線は資格を有する電
気技師が行う必要があります。 ご使用の地域
におけるすべて法令および規則に従ってくださ
い。皮膚の貫通などの加圧状態の流体、流体の
飛散、および可動部品から生じる重大な怪我を
避けるために、スプレー停止後と装置を清掃、
点検、および整備する前に、圧力開放の手順に
従ってください。

注注注
適切なシステムセットアップ、始動、および
シャットダウン手順は、電気装置の信頼性に不
可欠です。以下の手順は、一定した電圧を確か
なものにします。 これらの手順に従わなかっ
た場合、電気装置に損傷をもたらし、保証を無
効にする可能性の電圧変動を発生させる可能性
があります。

1. を押してポンプを停止します。

2. 加熱ゾーンすべてをオフにします。

3. 圧力を開放します。 圧力開放手順, page 52を
参照してください。

4. を押してコンポーネント A ポンプをパーク
します。 停止操作は、緑色の点が消えると完
了します。 次の手順に移る前に、停止操作が
完了したことを確認してください。

5. を押して、システムを無効にします。

6. エアコンプレッサ、エアドライヤー、および空
気供給システムをオフにします。

7. 主電源スイッチをオフにします。

感電を防ぐため、覆いを取り除いたり電気筐
体のドアを開いたりしないでください。
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シャットダウン

8. 液体供給バルブをすべて閉じます。 9. ガンのピストン安全ロックをかけた後、液体イ
ンレットバルブ A および B を閉じます。

 

FusionFusionFusion ProblerProblerProbler
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洗浄

洗洗洗浄浄浄

火災と爆発を避けるために:

• 装置の洗浄は、換気の良好な場所でのみ行う
ようにして下さい。

• 液体ラインに溶剤がなくなるまでヒーターを
オンにしないでください。

• 新しい流体を流す前に、古い流体を新しい流
体で押し出すか、または適合溶剤で古い流体を
洗浄します。

• 洗浄時には可能な限り低い圧力を使用するよ
うにしてください。

• すべての接液部は、一般的な溶剤に適合しま
す。湿気のない溶剤を使用してください。

加熱ホースから供給ホース、ポンプおよびヒーター
を分離して洗浄するには、圧力開放/スプレーバル

ブ (SA、SB) を圧力開放/循環に設定します。
ブリードライン(N)を通して洗浄します。

システム全体を洗浄するには、(ガンからマニホー
ルドを外した状態で) ガン液体マニホールドを通し
て液体を循環させます。

湿気がイソシアネートと反応するのを防ぐため、
常にシステムを湿気ゼロの可塑剤またはオイルで
満たしておきます。水は使用しないでください。
絶対にシステムを乾燥状態にしないでください。
イソシアネートに関する重要な情報, page 7を参
照してください。
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修理

修修修理理理

本装置を修理する場合、作業が正しく行われな
いと、感電またはその他の重大な人身事故を引
き起こす可能性のある部品を取り扱う必要があ
ります。修理前に、装置のすべての電源がオフ
になっていることを確認してください。

修修修理理理ののの前前前ににに

注注注
適切なシステムセットアップ、始動、および
シャットダウン手順は、電気装置の信頼性に不
可欠です。以下の手順は、一定した電圧を確か
なものにします。 これらの手順に従わなかっ
た場合、電気装置に損傷をもたらし、保証を無
効にする可能性の電圧変動を発生させる可能性
があります。

1. 必要に応じて洗浄して下さい。洗浄, page 55 を
参照してください。

2. シャットダウン, page 53 を参照してくださ
い。

フフフラララッッッシシシュュュイイインンンレレレッッットトトススストトトレレレーーーナナナ
スススクククリリリーーーンンン

インレットストレーナはポンプインレットのチェッ
クバルブを詰まらせる異物をろ過します。始動前
の作業として、毎日スクリーンを点検し、必要に
応じて清掃して下さい。

イソシアネートは湿気による汚染、または凍結に
より結晶化する場合があります。使用する材料に
汚れがなく清潔で、適正に保存、移動、操作方法
を実行すれば、A 側のスクリーンには最小限の汚
染しか起こりません。

Note

毎日始動する前に、A 側のスクリーンのみ
を清掃して下さい。これは操作開始の段階
で残留イソシアネートの飛散によるスク
リーンの汚れを拭い、湿気による汚染を最
低限に抑えるためです。

1. 液体インレットバルブを Yストレーナインレッ
トで閉め、該当する供給ポンプを停止します。
これによりスクリーン洗浄中に物質が吸い込
まれるのを防ぎます。

2. ストレーナのプラグ (C) を外すとき、排出液
を受けるためにストレーナベースの下に容器
を置きます。

3. スクリーン (A) をストレーナマニホールドから
外します。 適合溶剤で十分にスクリーンを丁
寧に洗い、振って乾かします。 スクリーンを
検査します。 メッシュの詰まりは 25% 以下
にする必要があります。 メッシュの 25% 以
上が詰まっている場合は、スクリーンを交換
します。 O リング (B) を点検して、必要なら
交換します。

4. パイププラグ (D) がストレーナプラグ (C) に
しっかりとねじ込まれているのを確認します。
スクリーン (A) と O リング (B) でストレーナ
プラグを所定位置に取り付け、締めます。 締
め過ぎないで下さい。 ガスケットによって封
をします。

5. 液体インレットバルブを開けて、漏れがないこ
とを確認し、器具をきれいに拭います。 操作
を進めます。
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修理

ポポポンンンプププ潤潤潤滑滑滑油油油ののの変変変更更更

ISO ポンプ潤滑油の状態を毎日確認して下さい。
潤滑剤がゲル状になる、色が濃くなる、またはイ
ソシアネートで薄くなった場合は、潤滑剤を交換
します。

ゲルの形成はポンプ潤滑剤により湿気が吸収され
るためです。取り替えの頻度は、装置が使用され
ている環境に応じて異なります。ポンプの潤滑シ
ステムは湿気にさらされる機会を最低限に抑えま
すが、わずかな汚染が起きる可能性はあります。

潤滑剤の変色は少量のイソシアネートが、操作中に
ポンプパッキンを通して継続的に浸透するため起
こります。パッキングが正常に作動していれば、
変色による潤滑剤交換は 3、4 週間ごとの頻度以
上実行する必要はありません。

ポンプの潤滑油を交換するには：

1. 圧力開放, page 52に従ってください。

2. 潤滑油リザーバ (R) をブラケットから持ち上げ
て、キャップから容器を外します。 適当な空
缶の上でキャップを持ち、チェックバルブを外
して潤滑油を流して下さい。 チェックバルブ
をインレットホースに再接続します。

3. リザーバを空にして、きれいな潤滑油で洗いま
す。

4. リザーバがきれいになったら、新しい潤滑油を
満たします。

5. リザーバをキャップアセンブリにねじ込み、
ブラケットに取り付けます。

6. ISO ポンプに手動で液を吸い込ませてくださ
い。 ボトルを押し込んで潤滑油をフィード
チューブに押し上げながら、チューブにチュー
ブグロメット間で小換気穴 (H) をプラグに差し
込みます。 ISO ポンプがエアを吐き出す液体レ
ベルに達するまで繰り返します。

7. プロポーショナーの通常ポンプ操作中の戻り
チューブ内の脈動を感じることにより、ISO
ポンプが正しく動作していることを確認して
ください。

8. 換気穴は必ず開いた状態を保つようにします。
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修理

流流流量量量計計計ををを洗洗洗浄浄浄しししままますすす。。。

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. 圧力開放手順, page 52 を実行します。
3. 流量計ケ－ブルを取り外します。
4. 流量計から加熱ホースを取り外します。 流量

計を取り外します。
5. 4つのネジ(VS)を取り外し、上部カバー(PL)を

取り外します。

6. 8つのネジ(MS)を取り外し、金属キャップ(SD)
を取り外します。

7. ハウジング(HG)からギア(GS)を取り外します。
8. 適合溶剤を用いてハウジングのギアと液体セク

ションを清掃します。

9. ギアを再び取り付けます。

a. マグネット(MG) 付きのギアをハウジング
の左側ピンに設置します。

注注注意意意::: 必ずマグネット(MG) 付きのギアは左
側に取り付けてください。さもないとメー
ターが機能しません。図に示されたように
ギアを取り付けます。

b. ギアは互いに直角(90°) になるように配置
し、ギアの丸形底部(RB)をハウジングに
取り付けます。

注注注意意意::: 取り付けた後、ギアを回転させて係
合した状態を維持し共に回転することを確
認します。係合が維持されず共に回転しな
い場合は、ギアを再取り付けします。

10. 流量計を再び取り付けます。 加熱ホースと流
量計のケ－ブルを再度接続します。
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修理

流流流量量量計計計EEE---XP2XP2XP2ををを洗洗洗浄浄浄しししままますすす。。。

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. 圧力開放手順, page 52 を実行します。

3. 流量計ケ－ブルを取り外します。
4. 流量計から加熱ホースを取り外します。 流量

計を取り外します。
5. 4つのネジ(A)を取り外し、上部カバー(B)を取

り外します。
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6. 8つのネジ(C)を取り外し、金属キャップ(D)を
取り外します。

7. ハウジング(F)からギア(E)を取り外します。
8. 適合溶剤を用いてハウジングのギアと液体セク

ションを清掃します。

9. ギアを再び取り付けます。

a. マグネット(G) 付きのギアをハウジングの
左側ピンに設置します。

WWLL�� �� �� �� �� DD
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注注注意意意::: 必ずマグネット(G) 付きのギアは左
側に取り付けてください。さもないとメー
ターが機能しません。図に示されたように
ギアを取り付けます。

b. ギアは互いに直角(90°) になるように配置
し、ギアの丸形底部(H)をハウジングに取り
付けます。

注注注意意意::: 取り付けた後、ギアを回転させて係
合した状態を維持し共に回転することを確
認します。係合が維持されず共に回転しな
い場合は、ギアを再取り付けします。

10. 流量計を再び取り付けます。 加熱ホースと流
量計のケ－ブルを再度接続します。
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修理

ポポポンンンプププアアアののの取取取りりり外外外ししし

ポンプロッドおよび接続ロッドは運転中動きま
す。 可動部品により挟まれたり、切断される
等の重大な人身事故が発生する可能性がありま
す。運転中は接続ロッドに手および指を触れな
いようにして下さい。

Note

ポンプの修理方法に関しては、置換ポンプ
の取扱説明書を参照してください。

1. を押してポンプを停止します。
2. 加熱ゾーンをオフにします。
3. ポンプを洗浄します。

4. を押して、ポンプが下のポジションに来
るようにします。

5. を押して、システムを無効にします。
6. 主電源スイッチをオフにします。

7. 両方の供給ポンプを遮断します。 液体供給バ
ルブをすべて閉じます。

8. 液体を廃棄用容器または供給タンクに流しま
す。 圧力開放/スプレーバルブ (SA、SB) を圧

力開放/循環 に回します。ゲージが0に低
下していることを確認します。

Note

たれよけ布または雑巾を使用して、液
体の飛散からリアクターおよび周囲環
境を保護します。

Note

手順 9～ 11 はポンプ Aに該当します。
ポンプ B を取り外すには、手順 12 お
よび 13 に進みます。

9. 液体インレット (C) とアウトレット (D) の金具
を外します。 また、ヒーターインレットから
鋼製アウトレットチューブを外します。

10. チューブ (T) を外します。 チューブ取り付け
金具(U) の両方を、接液カップから取り外しま
す。
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修理

11. ノンスパーキングハンマーでしっかり叩いて
ロックナット (G) を緩めます。 ポンプのネジ
を緩め、ロッドの抜け止めピンが見えるよう
にします。 ワイヤー固定クリップを上に押し
ます。ピンを押し出します。ポンプのネジを
緩めるのを続けます。

ポンプ A
Figure 1

1 平らな面を上にします。

2
ISO オイルまたはグリースでネジを潤滑
します。

3
ポンプのトップネジは、ベアリング表面
(N) とほぼ一致している必要があります。

Note

手順 12 および 13 はポンプ B に該当
します。

12. 液体インレット (C) とアウトレット (D) を外し
ます。 また、ヒーターインレットから鋼製ア
ウトレットチューブを外します。

13. ワイヤ固定クリップ (E) を上に押します。 ピ
ン (F) を押し出します。ノンスパーキングハン
マーでしっかり叩いてロックナット (G) を緩め
ます。ネジを外してポンプを外します。

ポンプ B
Figure 2

1 平らな面を上にします。

2
ISO オイルまたはグリースでネジを潤滑
します。

3
ポンプのトップネジは、ベアリング表面
(N) とほぼ一致している必要があります。
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修理

ポポポンンンプププののの取取取りりり付付付けけけ

Note

手順 1 ～ 5 はポンプ B に該当します。ポ
ンプ A を再接続するには、手順 6 に進み
ます。

1. ロックナット (G) が平らな面を上にしてポンプ
にネジ止めされていることを確認してくださ
い。 ピン穴が一列に揃うまでポンプをベアリ
ングハウジング (M) にねじ込みます。ピン (F)
を押し込みます。保持ワイヤクリップ(E)を下
へ引きます。 閲覧と組み立ての注記について
は、 図 4 を参照してください。

2. 液体アウトレット (D) が鋼製チューブと揃い、
トップスレッドがベアリング表面 (N) の +/- 2
mm (1/16 インチ) になるまでポンプをハウジン
グ内にねじ込みます。

3. ノンスパーキングハンマーでしっかりと叩き、
ロックナット (G) を固定します。

4. 液体インレット (C) とアウトレット (D) を再
接続します。

5. 手順 13 へ進んでください。

Note

手順 6 ～ 12 はポンプ A にのみ該当し
ます。

6. 星形ロックナット (G) が平らな面を上にしてポ
ンプにネジ止めされていることを確認してくだ
さい。 容積型棒を慎重に接液カップの上方に
51 mm (2 インチ) 延ばします。

Figure 3

7. ポンプをベアリングハウジング (M) に通しま
す。 ピン穴を一列に整列させた後、ピンを挿
入します。 ワイヤー固定クリップを下に引き
ます。

8. トップスレッドがベアリング面 (N) から +/- 2
mm (1/16 インチ) の位置に達するまでポンプ
をベアリングハウジング (M) 内に押し込みま
す。 ウェットカップ洗浄ポートのタケノコ型
取り付け金具が取り扱い可能であることを確
実にします。

9. コンポーネント Aアウトレットチューブをポン
プおよびヒーターに緩く取り付けます。チュー
ブを並べて、金具をしっかりと締めます。

10. ノンスパーキングハンマーでしっかりと叩き、
星型ロックナット (G) を固定します。

11. TSL の薄膜をタケノコ型取り付け金具に貼り
付けます。 ツメ付き取り付け金具に向けて押
し込んでいる間、チューブ (T) を両腕で支えま
す。 各チューブを 2 本のツメ間にワイヤータ
イで固定します。

Note

チューブをねじったり、曲げたりしな
いでください。

12. 液体インレット (C) を再度取り付けます。
13. エアをパージし、システムをプライムします。

Reactor操作説明書を参照してください。

ドドドララライイイブブブハハハウウウジジジンンングググののの修修修理理理

取取取りりり外外外ししし

1. を押してポンプを停止します。
2. 加熱ゾーンをオフにします。
3. ポンプを洗浄します。

4. を押して、ポンプが下のポジションに来
るようにします。

5. を押して、システムを無効にします。
6. 主電源スイッチをオフにします。
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修理

7. 圧力開放手順, page 52 を実行します。

8. システムフレームを床および L ブラケットか
ら取り外します。

9. 2 個のボルトとナットを外し、電気エンクロー
ジャを内側に折り返します。

10. ネジ (21) とモーターシュラウド (11) を外しま
す。 ファンの電源ケーブルがピンと張らない
ように、モーターシュラウドをモータの後ろ
に置きます。

Note

ベアリングハウジング (103) および接
続ロッド (105) を点検します。 これ
らの部品が交換を必要としている場
合は、まずポンプ (106) を取り外しま
す。ポンプアの取り外し, page 60 を参
照してください。

11. カバー (60)、およびネジ (21) を取り外します。
12. ネジ (122) を外すことでサイクルカウンター

(121) をハウジングから外します。

13. ポンプインレットおよびアウトレットラインを
外します。ネジ (113)、ワッシャ (115)、および
ベアリングハウジング (103) を取り外します。

注注注

ドライブハウジング (102) 取り外し中にギヤ
クラスタ (104) を落とさないで下さい。ギア
クラスタはモーター前面終端ベル (R) または
ドライブハウジングに取り付けられた状態で
問題はありません。

14. ネジ (112、119)、ワッシャー (114)、プルド
ライブハウジング (102) をモーター (101) か
ら外します。

Note

A 側ドライブハウジングにはサイクル
カウンタスイッチ (121) が含まれてい
ます。 このハウジングを交換する場
合、ネジ (122) とスイッチを取り外し
ます。ネジとスイッチを新しいドライ
ブハウジングに再度取り付けます。

Figure 4
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取取取りりり付付付けけけ

1. ワッシャー(107、108、118)、すべてのギヤお
よびドライブハウジング(102)内にたっぷりとヘ
ビーデューティ高圧用グリースを塗布します。

2. ドライブハウジングに銅ワッシャー (108) を一
個取り付け、図のようにスチールワッシャー
(107, 118) を取り付けます。

3. ギヤクラスタ (104) に 2 個目の銅ワッシャー
(108) を取り付け、ギヤクラスタをドライブハ
ウジングに挿入します。

Note

ドライブハウジングクランクシャフト
は、モーターの他方の端のクランクシャ
フトと揃っている必要があります。

4. ドライブハウジング (102) をモータ (101) に
取り付けます。 ネジ (112) およびワッシャー
(114) を取り付けます。

Note

ベアリングハウジング (103)、コ
ネクティングロッド (105)、また
はポンプ (106) が外れている場
合、ロッドをハウジング内で再
度組み立て、ポンプを取り付けま
す。 ポンプの取り付け, page 62 を参
照してください。

5. サイクルカウンタースイッチケーブル (121) を
モーターファンの周囲で迂回させ、ネジ (122)
でハウジング (102) に再接続します。

6. ベアリングハウジング (103)、ネジ (113)、およ
びワッシャー (114)。ポンプは同期している (ス
トローク中で同じ位置にある)必要があります。

7. カバー (60)、およびネジ (21) を取り付けます。
8. モーターシールド (11) 、およびネジ (21) を取

り付けます。

Figure 5
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電電電動動動モモモーーータタターーーののの修修修理理理

取取取りりり外外外ししし

注注注
モーターを落としたり損傷させたりしないように
注意してください。モーター重量が重いため、持
ち上げるには 2人必要である可能性があります。

1. システムフレームを床および L ブラケットか
ら取り外します。

2. ドライブハウジングおよびポン
プアセンブリを取り外します。
ドライブハウジングの修理, page 62を
参照してください。

3. 電動モーター (101) の電源ケーブルを、MCM
のポート No.15 から外します。 4 本の端子ネジ
を緩めてコネクターを外します。

4. モーターシュラウド (11) を外します。 ファ
ンの電源ケーブルがピンと張らないように、
モーターシュラウドアセンブリをモーターの
後ろに置きます。

5. 過熱ケーブルを MCM のポート No.2 から外し
ます。 ハーネスに回されたタイを切り、ケー
ブルを取り外します。

6. モーター (101) をブラケットに保持している 4
つのネジ (25) を取り外します。モーターをユ
ニットから下ろします。

取取取りりり付付付けけけ

1. 装置にモーターを設置します。 コンジットに
前と同じようにモーターケーブルを通します。
電気回路図, page 111を参照してください。

2. ネジ (25) が完全にフレームに入るまで、ネジ
でモーターを取り付けます。 ドライブハウジ
ングおよびポンプがモーターに接続するまで
ネジを締めないでください。

3. ドライブハウジングおよびポンプアセンブリ
を取り付けます。取り付け, page 64 を参照し
てください。

4. モーター (101) 電源コードをモーターからコ
ンジットを迂回させ、MCM 上のポート 15 に
接続します。 温度超過ケーブルをモーターか
ら MCM 上のポート 2 に接続します。 ケーブ
ルをコンジットに挿入し、タイラップでコン
ジットを固定します。

5. モーターシュラウドアセンブリをモーター
(101) に接続します。

6. ドライブハウジングカバーとモーターカバー
を取り付けます。

7. 使用状態に戻します。
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回回回路路路ブブブレレレーーーカカカモモモジジジュュューーールルルののの修修修理理理

1. 修理の前に, page 56を参照してください。

2. オーム計を使用して、回路ブレーカーが導通し
ているか確認します (上部から下部まで)。 ブ
レーカーが導通していないか、切れている場
合は、リセットした後再度テストします。 そ
れでもブレーカが導通しない場合は以下の方
法でブレーカを交換します。

a. 電気回路図, page 111、および回路ブレー
カ表を参照してください。

b. シャットダウンの指示に従ってください。
シャットダウン, page 53を参照してくだ
さい。

c. リアクター修理マニュアルの回路ブレー
カ識別表、および電気回路図を参照して
ください。

d. 交換する回路ブレーカに配線とバスバー
を接続しているネジを緩めます。 配線を
外します。

e. 固定タブを 6mm (1/4 インチ) 引き出し、
DIN レールから回路ブレーカを引き離し
ます。 新しい回路ブレーカを取り付けま
す。 配線を挿入し、すべてのネジを締め
下げます。

Figure 6
回路ブレーカー

回回回路路路ブブブレレレーーーカカカーーー

参参参照照照番番番号号号 サササイイイズズズ コココンンンポポポーーーネネネンンントトト

CB01 50 A 加熱ホース

CB02 20 A モーターコントロールモ
ジュール (MCM)

CB03 40 A ISO ヒーター

CB04 40 A RES ヒーター

CB05 40 A ホース熱変換器
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修理

液液液体体体イイインンンレレレッッットトトセセセンンンサササーーーののの交交交換換換
Note

エリートモデルのみ

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. 圧力開放手順, page 52 を実行します。
3. センサーケーブルを液体インレットアセンブリ

から外してください。 ケーブルに損傷がない
かを点検し、必要に応じて交換してください。
電気回路図, page 111を参照してください。

Figure 7 液体インレットセンサー
4. センサーケーブルの交換は、以下のとおり行

います。

a. ワイヤーバンドルを開き、センサーケーブ
ルを取り外します。

b. 配線のタイがあれば切り、MCM から外し
ます。 電気回路図, page 111を参照して
ください。

注注注
ケーブルの損傷を避けるため、ワイヤータイ
で束にして配線して固定してください。

5. センサー (602) を交換します。

流流流量量量計計計ををを交交交換換換しししままますすす
Note

E-30 エリートモデルのみ

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. 圧力開放手順, page 52 を実行します。

3. 流量計ケ－ブルを取り外します。
4. ホースの接続を外します。 流量計を取り外し

ます。
5. 新しい流量計を取り付け、ホースを再度取り

付けます。

Figure 8 流量計

6. 流量計ケ－ブルを接続します。
7. ADMのシステムスクリーン3にk因子を入力し

ます。ご使用のReactor 2の取扱説明書のシシシススス
テテテムムム 333 を参照してください。

圧圧圧力力力トトトララランンンスススデデデュュューーーサササーーーののの交交交換換換

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. 圧力開放手順, page 52 を実行します。
3. MCMのコネクタNo.6 およびNo.7からトランス

デューサーケーブル (405) を外してください。

4. トランスデューサーケーブルを縛っているケー
ブルタイを外し、ケーブルをキャビネットか
ら外します。

5. 新しいトランスデューサ (405) に O リング
(416) を取り付けます。

6. マニホールドにトランスデューサを取り付け
ます。 ケーブル終端にテープで識別印を付け
ます (赤 = トランスデューサ A、青 = 圧トラン
スデューサ B)。

7. 新しいケーブルをキャビネットに差し込み、前
と同様に束にして通します。 前と同様にケー
ブルタイを束に取り付けます。
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8. A 側の圧力トランスデューサケーブルを MCM
のポート No.6 に接続します。 A 側の圧力トラ
ンスデューサケーブルを MCM のポート No.7
に接続します。
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修理

フフファァァンンンののの交交交換換換

感電を避けるため、システムをシャットダウン
します。 火傷を避けるため、システムが周辺
温度に達するまでは、ファンのメンテナンスを
行わないでください。

モモモーーータタターーーフフファァァンンンののの交交交換換換

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. キャビネットのドアを開けファンケー

ブルを端子ブロックから外します。
電気回路図, page 111を参照してください。

3. 4 本のネジ (21) とモーターのカバー (11) を外
します。 必要に応じて、フレーム (1) を折り
曲げ、モーターのカバー (10) を外します。
ドライブハウジングの修理, page 62 の手順 1
～ 10 を参照してください。

4. タイを切り、ケーブルを取り外します。
5. ナット (39)、ネジ (22)、ワッシャー (34)、お

よびファン (32) を取り外します。逆の手順で
新しいファンを取付けます。

Note

ファン (32) の風がモーターに当たるこ
とを確認してください。

Figure 9

電電電気気気エエエンンンクククロロローーージジジャャャフフファァァンンンののの交交交換換換

1. シャットダウン, page 53を実行します。
2. 電気エンクロージャのドア (401) を開きます。

4 本のナット (421) を緩め、ファン (404) を取
り外します。

3. 分解とは逆の手順で新しいファン (404) を取
り付け、ファンが電気エンクロージャから送
風するようにします。

Figure 10
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変変変圧圧圧器器器フフファァァンンンののの交交交換換換

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. 4 本のボルト (23) とシュラウド (10) を取り外

します。
3. ヒータージャンクションボックス (48) 上のボ

ルト (20) を外します。

4. 端子ブロックからファンと変圧器の接続を外し
ます。 接続は、左側に次のようにラベル表示
されています。 V+、V-、1、2、3、および 4。

5. 金属の変圧器カバー (8) をフレームに保持して
いる 4 つのナット (27) を取り外します。 カ
バーの穴の配線をスライドさせながら、慎重に
カバーを取り外します。

6. ネジ (23)、ワッシャー (29)、およびファン (32)
を取り外します。

7. 逆の手順でファンを取り付けます。

Figure 11
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修理

第第第 111 ヒヒヒーーータタターーーののの修修修理理理

ヒヒヒーーータタターーーエエエレレレメメメンンントトトののの交交交換換換

1. を押してポンプを停止します。
2. 加熱ゾーンをオフにします。

3. ポンプを洗浄します。

4. を押して、ポンプが下のポジションに来る
ようにします。 停止操作は、緑色の点が消え
ると完了します。 次の手順に移る前に、停止
操作が完了したことを確認してください。

5. を押して、システムを無効にします。

6. 主電源スイッチをオフにします。

7. 圧力を下げる。 圧力開放手順, page 52を参照
してください。

8. ヒーターが冷えるのを待ちます。
9. 4 本のボルト (23) とシュラウド (10) を取り外

します。

10. ネジ (20) を外し、DIN レールカバー (48) を
外します。

11. ヒーター配線を外します。

a. A面: A 面のヒーター配線、変圧器、変圧
器ファン配線を下の DIN レール (33) から
外します。

b. B面: B 面のヒーター配線を外し、下の DIN
レール (33) を B 面ヒーター (5) から外し
ます。

12. オーム計でヒーター配線をテストします。

シシシススステテテムムム ヒヒヒーーータタターーー
総総総ワワワッッットトト
数数数

エエエレレレメメメンンン
トトト

オオオーーームムム

E-30、10
kw

10,200 2,550 エレメン
ト毎、18
～ 21

E-XP2、
E-30 (15
kw)

15,300 2,550 エレメン
ト毎、18
～ 21

注注注

回路のショート、変圧器の寿命減少を防ぐた
め、変圧器に液体をかけないでください。
変圧器をプラスチック製のシートまたは厚
紙で覆います。
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13. ナット (27) と変圧器のカバー (8) を外します。
変圧器をプラスチック製のシートまたは厚紙
で覆います。

14. 過熱スイッチ '(209) をケーブルから外します。
15. フェルールナット (N) を緩めます。 ヒーター

ハウジングから RTD (212) を取り外します。
必要がない限りアダプタ (206) は外さないでく
ださい。 アダプタを外さなけらばならない場
合、アダプタ交換時にミキサー (210) が外れて
いることを確認します。

16. 液体インレットチューブおよびアウトレット
チューブをヒーターから外します。

17. 2 個のボルト (23) を外し、ヒーターを変圧器
の上に挙げます。

18. ヒーターブロック (201) を万力に入れます。レ
ンチを使用して、ヒーターエレメント (208)
を取り外します。

19. エレメントを検査します。 エレメントは滑ら
かで光っているはずです。 エレメントに固形
分や焼けこげた灰の様な物質が付着していた
り、シースに点状の凹みがある場合は、エレ
メントを交換します。

20. RTD ポートを塞がないようにミキサ (210) を保
持しながら、新しいヒーターエレメント (208)
を取り付けます。

21. ヒーターをボルト (23) でフレームに固定しま
す。

22. RTD (212) を再度取り付けま
す。 第 1 ヒーターの修理, page 71

23. ケーブルを過熱スイッチ '(209) に再度接続しま
す。

24. ワイヤを下の DIN レールに再度接続します。
必要な場合、下の DIN レール (33) を取り付
けます。

25. 下の DIN レールカバー (48) を取り付けます。
線線線間間間電電電圧圧圧

ヒーターは、240 VACで、その定格ワット数を出力
します。線間電圧が低いと利用可能な電力が低下
するため、ヒーターは最大能力で作動しません。

Figure 12
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修理

過過過熱熱熱スススイイイッッッチチチののの修修修理理理

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. ヒーターが冷めるのを待ちます。
3. ヒーターカバー (10) を外します。

4. 過熱スイッチ (209) をケーブル (46) から外しま
す。 オーム計でスペード形端子をテストしま
す。

a. 抵抗が約 0 オーム でででななないいい場合は、過熱ス
イッチを交換する必要があります。手順 5
へ進んでください。

b. 抵抗が約 0 オームででであああるるる場合は、ケーブル
(46) が切断または開いていないか点検して
ください。過熱スイッチ (209) をケーブル
(46) に再接続します。ケーブルを TCM か
ら外します。ピン 1 から 3、1 から 4 をテ
ストします。 抵抗が約 0 オームでない場
合、スイッチは 0 です。元のケーブルの代
わりにケーブルを交換してください。

5. スイッチが試験を通過しなかった場合は、ネジ
を取り外します。 失敗したスイッチを破棄し
ます。サーマルコンパウンド 110009 の薄い層
を取り付け、ハウジングと同じ場所に新しい
スイッチを取り付け (201)、ネジで固定します
(213)。 ケーブルを再接続します。
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RTDRTDRTD ののの交交交換換換

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. ヒーターが冷えるのを待ちます。
3. ヒーターカバー (10) を外します。

4. RTD ケーブル (212) の被覆周りのケーブルタイ
を切ります。

5. RTD ケーブル (212) を TCM (453) から外しま
す。

6. フェルールナット (N) を緩めます。 RTD (212)
をヒーターハウジング (201) から外し、次に
RTD ハウジング (H) を外します。 必要がない
限り、アダプタ (206) は外さないでください。
アダプタを外すことが必要な場合には、外す
とき、ミキサー (210) が途中まで出ていること
を確認してください。

7. 被覆から RTDケーブル (212) を取り外します。

8. RTD (212) を交換します。

a. オス型パイプネジに PTFE テープとスレッ
ドシーラントを付け、RTD ハウジング (H)
をアダプタ (206) に締め込みます。

b. 先端がヒーターエレメント (212) に接する
ように RTD (208) を押し込みます。

c. RTD (212) とヒーターエレメントの位置を
保ったまま、フェルールナット (N) を締め
付けた後、さらに 3/4 回転締めます。

9. ワイヤーを前と同じように被覆に通して、RTD
ケーブル (212) を TCM に再接続します。

10. ヒーターシュラウド (10) を外します。
11. 取扱説明書のスタートアップ手順に従ってくだ

さい。 試験を行うため、A と B のヒーターを
同時にオンにします。 温度上昇は同じ速度に
なっている必要があります。 一方のヒーター
温度が低い場合は、フェルールナット (N) を緩
め、フェルールナット (N) を締め直したときに
RTD の先端がエレメント (212) に接触するよう
に RTD ハウジング (H) を締めます。

Figure 13
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修理

加加加熱熱熱ホホホーーースススののの修修修理理理

ホース交換部品については、加熱ホースの説明書
を参照してください。

ホホホーーーススス加加加熱熱熱電電電源源源コココネネネクククタタタををを確確確認認認しししままますすす。。。

1. シャットダウン, page 53 を実行します。

Note

手元ホースが接続されている必要があ
ります。

2. ホース格納箱ターミナルブロック (TB)から電源
ハーネス(PM) を取り外します。

Figure 14

3. シリーズAのみ: Reactorからコネクター(D)を取
り外します。

Figure 15
4. オーム計を使用して、コネクタ間を点検します

(D)。 連続性があるはずです。
5. ホースがテストで不良の場合、不具合箇所が特

定されるまで手元ホースを始めとする各ホース
長さで再テストを行います。
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修理

RTDRTDRTD ケケケーーーブブブルルルととと FTSFTSFTS をををチチチェェェッッックククしししままますすす。。。

1. シャットダウン, page 53 を実行します。

2. リアクターの RTD ケーブル (C) を外します。

3. オーム計で、ケーブルコネクタ C のピン間で
の試験を行います。

Note

試験プローブで外輪に触らないでくだ
さい。

ピピピンンン 結結結果果果

3 から 1 RTD 抵抗 vs. 温度,
page 77を参照してく
ださい。

3 - 4 RTD 抵抗 vs. 温度,
page 77を参照してく
ださい。

1 - 4 FTS で0.2 - 0.4 オー
ム (50 フィートケー
ブルごとに 2.5 オー
ム増大)

2 - すべて 無限大 (開)

4. ホイップホースを含む各ホースの長さで、不具
合箇所が特定されるまで、再試験を行います。

5. ホースの端で FTS の測定値が適正でない場
合、FTS をマニホールドで RTC ケーブル (C)
に直接接続します。

6. FTS の測定値がマニホールドでは適正である
がホースの端では適正でない場合、ケーブル
(C) の接続を確認してください。しっかりつな
がっていることを確認してください。

加熱ホース
Figure 16

Note

測定値を読み取る際の支援として、
RTD テストキット 24N365 をご注文い
ただけます。キットには、互換性メス
型 M8 コネクタが 1 本、およびオス型
M8 コネクタが 1 本、と計 2 つのケー
ブルが含まれています。どちらのケー
ブルも、試験プローブが接触しやすい
よう、一方の端の被覆が除去されてい
ます。

ワワワイイイヤヤヤーーーののの色色色 結結結果果果

3 - 1 / 茶、青 RTD 抵抗 vs. 温度,
page 77を参照してく
ださい。

3 - 4 / 茶、青 RTD 抵抗 vs. 温度,
page 77を参照してく
ださい。

1 - 4 / 茶、黒 FTS で0.2 - 0.4 オー
ム (50 フィートケー
ブルごとに 2.5 オー
ム増大)

2 - すべて / なし 無限大 (開)
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修理

RTDRTDRTD 抵抵抵抗抗抗 vs.vs.vs. 温温温度度度

RTDRTDRTD まままたたたははは FTSFTSFTS 抵抵抵抗抗抗 (((オオオーーームムム))) RTDRTDRTD まままたたたははは FTSFTSFTS 温温温度度度 °C°C°C (°F)(°F)(°F)

843 -40 (-40)

882 -30 (-22)

922 -20 (-4)

961 -10 (14)

1000 0 (32)

1039 10 (50)

1078 20 (68)

1117 30 (86)

1155 40 (104)

1194 50 (122)

1232 60 (140)

1271 70 (158)

1309 80 (176)

1347 90 (194)

1385 100 (212)
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修理

液液液体体体温温温度度度セセセンンンサササーーー (FTS)(FTS)(FTS) ののの修修修理理理

取取取りりり付付付けけけ

液体温度センサー (FTS) がシステムに付属してい
ます。 FTS をメインホースおよびウィップホース
の間に取り付けます。取り付け方は加熱ホース取
り扱い説明書 309572 を参照して下さい。

Figure 17

テテテススストトト///取取取りりり外外外ししし

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. テープおよび保護カバーを FTS から取り除き

ます。ホースケーブル (F) を外します。
3. ホースの端で FTS の測定値が適正でない場合

は、 RTD ケーブルと FTS をチェックします。,
page 76を参照してください。

4. FTS が故障した場合は、FTS を交換してくださ
い。

a. エアホース (C、L) および電気コネクター
(D) の接続を外します。

b. ウィップホース (W) および硫体用ホース
(A、B) から FTS を外します。

c. FTS 下部の接地ネジから接地線 (K) を外
します。

d. ホースのコンポーネント A (ISO) 側から
FTS プローブ (H) を外します。
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修理

較較較正正正方方方法法法

注注注
加熱ホースの損傷を回避するために、下記条件
のいずれかが存在する場合、ホースの較正が必
要です。

• ホースを今までに較正したことがない。
• ホースの一部を交換した。
• ホースの一部を追加した。
• ホースの一部を取り外した。

注注注意意意::: 最も正確な較正を実施するには、リアク
ターと加熱ホースは同じ周囲温度でなければなり
ません。

1. セットアップモードに入り、システムスクリー
ン3に移動し、次に較正ソフトキーを押しま

す。

2. 続行ソフトキーを押して、 周囲の状況で
ホースがあることを知らせる通知を確認しま
す。

3. システムがホース抵抗を測定するまで待ちま
す。

注注注意意意::: 較正手順の前にホースの加熱がオンに
なっていた場合、システムは最大 5 分間待機し
て、ワイヤの温度が均一になるようにします。

注注注意意意::: ホース温度は較正中32 °F (0 °C)以上で
なければなりません。
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修理

4. ホースの較正を確定またはキャンセルします。

注注注意意意::: システムがホースワイヤ抵抗を測定でき
た場合は、温度推定値が表示されます。

トトトララランンンススス一一一次次次側側側チチチェェェッッッククク

電気回路図, page 111を参照してください。

1. 配線と変圧器を確認してください。

a. シャットダウン, page 53を参照してくだ
さい。

b. CB05 を切ります。
c. オーム計を使って CB05 における 2 および

4 端子の導通を調べます。導通がない場合
は、変圧器を確認してください。

2. 変圧器を交換します。

a. シャットダウン, page 53を参照してくだ
さい。

b. 下部のシュラウドを取り外します。
c. 変圧器から出ている、1、2 とラベルされ

た 2 つの小さな (10 AWG) 配線を特定しま
す。この配線を TB15 および TB16 端子ブ
ロックまでたどります。

d. オーム計を使って 2 つのワイヤーの導通を
調べます。導通が見られるはずです。
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修理

トトトララランンンススス二二二次次次側側側チチチェェェッッッククク

電気回路図, page 111を参照してください。

1. 配線と変圧器を確認してください。

a. 7 ピンの緑色のコネクターを TCM から外
します。

b. オーム計を使って TCM 7 ピン緑色コネク
ターにおける端子 6 および 7 の導通を調べ
ます。 連続性があるはずです。 導通がな
い場合は、変圧器を確認してください。

c. 7 ピン緑色のコネクターを TCM に再接続
します。

2. 変圧器を交換します。

a. 下部のシュラウドを取り外します。
b. 変圧器から出ている、3、4 とラベルされ

た 2 つの大きな (6 AWG) 配線を特定しま
す。この配線を TB17 および TB18 までた
どります。回路ブレーカ CB01 を開き、回
路ブレーカのカラーインジケーターを緑に
します。 オーム計を使って端子ブロック
TB17 と TB18 の間の 2 つの変圧器のワイ
ヤー間の導通を調べます。導通が見られる
はずです。

c. 回路ブレーカ CB01 を閉じます。

Figure 18
d. 入力電源をシステムに加えます。
e. 変圧器の第 2 リードの電圧を確認するに

は、TB17 および TB18 の端子 3 および 4
の間で測定します。 240 VAC 入力の場合、
電圧が約 90 VAC であることを確認して
ください。

f. ADM の診断運転画面を確認します。 診断
運転画面は TCM に入る (90 Vac) ホース電
圧を表示します。 診断画面では、回路ブ
レーカが、TCM への入力電力について落ち
ているかどうかを表示します。
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修理

トトトララランンンスススののの交交交換換換

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. 4 本のボルト (23) とシュラウド (10) を取り外

します。
3. 下部の DIN レールカバー (48) を外します。
4. 端子ブロックからファンと変圧器の接続を外し

ます。 接続は、左側に次のようにラベル表示
されています。 V+、V-、1、2、3、および 4。

5. 金属の変圧器カバー (8) をフレームに保持して
いる 4 つのナット (27) を取り外します。 カ
バーの穴の配線をスライドさせながら、慎重に
カバーを取り外します。

6. ナット (27) と変圧器 (17) を外します。
7. 変圧器 (17) の取り付けは逆の順番で行います。

Figure 19

電電電源源源ののの交交交換換換

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. 電源の両側から入力および出力ケーブルを外

します。 電気回路図, page 111を参照してく
ださい。

3. マイナスのドライバーを電源の底にある取り付
けタブに差し込み、DIN レールから外します。

4. 逆の手順で新しい電源 (535) を取り付けます。

Figure 20 24 VDC 電源

サササーーージジジプププロロロテテテクククタタターーーののの交交交換換換

1. CB02 の端子 1 および 3 の接続を緩めます。
2. N および L 接続での入力から電源 (535) への

接続を緩めます。
3. 2 本のネジ (413) およびサージプロテクター

(505) を筐体から外します。
4. 逆の手順で新しいサージプロテクター (505) を

取付けます。

Note

回路ブレーカと電源の両方のワイヤーは
交換可能です。

Figure 21 サージプロテクタ
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修理

モモモーーータタターーーコココンンントトトロロローーールルルモモモジジジュュューーールルル
(MCM)(MCM)(MCM) ののの交交交換換換

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. MCM (63) からコネクタを外します。2本の電源

ケーブルを外します。電気回路図, page 111を
参照してください。

3. ナット (91) と MCM (63) を外します。
4. ロータリースイッチを設定します。 2= E–30

および3= E-XP2
5. エンクロージャ内の MCM を交換します。
6. ケーブルを MCM に接続します。

電気回路図, page 111を参照してください。

Figure 22 MCM を交換します。

温温温度度度コココンンントトトロロローーールルルモモモジジジュュューーールルル (TCM)(TCM)(TCM)
ののの交交交換換換

1. シャットダウン, page 53 を実行します。
2. 電気エンクロージャのドア (61) を開きます。
3. すべてのコネクタを TCM (453) から外します。
4. 4 本のナット (461) と TCM (453) を外します。
5. 新しい電源スイッチ (453) を取り付けます。逆

の手順で部品を再び組み立てます。
6. アップグレードトークンを ADM に差し込み、

システムの電源をいったん切ってすぐに入れ直
すことにより、ソフトウェアの更新を行いま
す。 更新が完了するまでトークンを外さず、
システム再起動は待ってください。

Figure 23 TCM の交換
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修理

高高高度度度表表表示示示モモモジジジュュューーールルル（（（ADMADMADM）））ののの交交交換換換

1. 電気エンクロージャドア (61) の内側にある 4
つのネジ (70) を緩めます。 ADM (88) を上げ
て取り外します。

2. CAN ケーブル (475) を取り外します。
3. 損傷がないか、ADM (88) を点検します。必要

であれば交換します。
4. グレードトークンを ADM に差し込み、システ

ムの電源をいったん切ってすぐに入れ直すこと
により、ソフトウェアのアップグレードを行
います。 更新が完了するまでトークンを外さ
ず、システム再起動は待ってください。

Figure 24

ソソソフフフトトトウウウェェェアアア更更更新新新手手手順順順

注注注

修理キット GCA モジュールは事前プログラムさ
れ、トークンもアップグレードされて配送され
ます (部品番号 17E206)。 ソフトウェアバージョ
ンのアップグレードが必要な場合は、提供され
た説明書の手順に従ってください。
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修理

ADMADMADMソソソフフフトトトウウウェェェアアアのののアアアッッップププデデデーーートトト

1. 主電源スイッチをオフ にします。

2. 電気キャビネットへの上部および下部ドアラッ
チを解放して下さい。

3. 電気キャビネットを解放して下さい。 プラス
ドライバーを使用して、キャビネットドア内の
4本の ADM 取付ネジを緩めて下さい。

4. ADM を持ち上げReactor から引き離し搭載ネジ
を外します。組立直しを容易にする為に、緩め
たネジはADMに取り付けたままにして下さい。

5. ADM の背部にあるトークンアクセスパネルを
取り外して下さい。

6. スロットの中に、ソフトウェアアップグレード
トークンをしっかり挿入して、押しこみます。

注注注意意意::: トークンに推奨の向きはありません。
7. 電気キャビネットを閉じてください。
8. 主電源スイッチをオンにします。

注注注
ソフトウェアの更新中は、状態が表示されて
進行が示されます。ソフトウェアの起動を妨
害しないように、状態画面が消えるまでは
トークンは外さないで下さい。

注注注意意意::: ADM 画面をつけると、次の画面見えま
す：

第第第一一一:::
ソフトウェアがどの
GCAモジュールが提
供されている更新を
受け入れるかを確認
中です。

第第第二二二、、、
更新の状態および完
了までの概略時間。

第第第三三三:::
更新が完了です。ア
イコンが更新の成功
／失敗を示します。
第一、

アアアイイイ
コココンンン

説説説明明明

アップデートは成功しました。

アップデートは失敗しました。

更新は完了し、変更は不要です。

モジュールはアップデートされて
いるかアップデートを必要としませ
んでした。ただし、一つ以上のモ
ジュールがトークンによる手動の
アップデートを必要とします。

9. を押して操作画面に進んで下さい。
10. 主電源スイッチをオフにします。
11. ソフトウェアアップデートトークンを取り外

します。
12. トークンアクセスパネルを取り替えます。
13. 電気キャビネットを解放し、ADMを再度取り付

け、次に4つの取り付けネジを締め付けます。
14. ドアラッチでキャビネットドアを閉鎖および

ロックして下さい。
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部品

部部部品品品

プププロロロポポポーーーシシショョョナナナーーー
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部品

1 嫌気性ポリアクリルパイプシーラントを非旋回
パイプのネジ部分に塗布します。

2
チューブ取り付け金具のねじ山にグリースを塗
布します。 43 ft-lb (58 N·m) のトルクで締めます

3
安全および警告ラベルは、ラベルシート (68)
から剥がします。
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部品

数数数量量量参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明

272010272010272010 272011272011272011 272012272012272012 272110272110272110 272111272111272111 272112272112272112

1 - - - フレーム 1 1 1 1 1 1

2 - - - 筐体、電気、
電気筐体, page 104を参
照してください。

1 1 1 1 1 1

3 246995 ボトル、アセンブリ、完
全

1 1 1 1 1 1

4 16X531 ブラケット、TSL、ボト
ル

1 1 1 1 1 1

24U843 ヒーター、10kw、
2 ゾーン、RTD、
液体ヒーター, page 96を
参照してください。

1 15

24U842 ヒーター、7.5kw、
1 ゾーン、RTD、
液体ヒーター, page 96を
参照してください。

2 2 2 2

6 24U704 マニホールド、液体、
液体マニホールド, page
102を参照してくださ
い。

1 1 1 1 1 1

7 16W654 絶縁材、フォーム、ヒー
ター

2 4 4 2 4 4

8 24R684 カバー、変圧器 1 1 1 1 1 1

9+ 261821 コネクター、ワイヤー、
6awg

1 1 1 1 1 1

10 24U841 カバー、ヒーター 1 1 1 1 1 1

11 16W765 カバー、モーター 1 1 1 1 1 1

12 16W764 カバー、ヒーター、背面 1 1 1 1 1 1

24U837 チューブ、B 側、イン
レット、15 kW

1 1 1 113

24U838 チューブ、B 側、イン
レット、10kw

1 1

24U839 チューブ、B 側、アウト
レット、15 kW

1 1 1 114

24U840 チューブ、B 側、アウト
レット、10kw

1 1

24U834 チューブ、A 側、イン
レット、10kw

1 115

24U833 チューブ、A 側、イン
レット、15kw

1 1 1 1
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部品

数数数量量量参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明

272010272010272010 272011272011272011 272012272012272012 272110272110272110 272111272111272111 272112272112272112

24U836 チューブ、A 側、アウト
レット、10 kW

1 116

24U835 チューブ、A 側、アウト
レット、15 kW

1 1 1 1

17 15K742 変圧器、4090VA、
230/90

1 1 1 1 1 1

18 15B456 ガスケット、マニホール
ド

1 1 1 1 1 1

19 125643 金具、エルボー、3/8
NPT x #8 JIC

2 2 2 2 2 2

20 119865 ネジ、機械式、六角鋸
歯、3/8 インチ x 1/4–20

9 9 9 9 9 9

21 118444 ネジ、機械式、スロット
六角ワッシャーヘッド、
1/2 インチ x #10–24

12 12 12 12 12 12

22 117683 ネジ、機械式、フィリッ
プスパンヘッド、1.5 イ
ンチ x #6–32

8 8 8 8 8 8

23 113796 ネジ、フランジ、六角
ヘッド、3/4 インチ x
1/4–20

11 13 13 11 13 13

24 112731 ナット、六角、フランジ
付き

6 6 6 6 6 6

25 111800 ネジ、キャップ、六角
ヘッド、 7/32 インチ x
5/16–18

4 4 4 4 4 4

26 111218 キャップ、チューブ、ス
クエア

2 2 2 2 2 2

27 110996 ナット、六角、フランジ
ヘッド

8 8 8 8 8 8

28 104859 ネジ、機械式、タッピン
グパンヘッド、 5/16 イ
ンチ x #10–16

2 2 2 2 2 2

29 103181 ワッシャ、外部ロック 4 4 4 4 4 4

30 100020 ワッシャー、ロック 2 2 2 2 2 2

31 115836 ガード、指 1 1 1 1 1 1

32 24U847 ファン、冷却、120mm、
24VDC

2 2 2 2 2 2

33 24R685 エンクロージャ、下部、
DIN レール、33a-33d 付
属

1 1 1 1 1 1
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部品

数数数量量量参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明

272010272010272010 272011272011272011 272012272012272012 272110272110272110 272111272111272111 272112272112272112

33a 24U849 キット、モジュール、
DIN レール、ヒーター、
ヒーターおよび変圧器端子ブロックモジュール,
page 107 を参照してく
ださい。

1 1 1 1 1 1

33b 16W667 絶縁材、フォーム 1 1 1 1 1 1

33c - - - カバー、下部、 DINレー
ル

1 1 1 1 1 1

33d 113505 ナット、保持、六角ヘッ
ド

1 1 1 1 1 1

34 151395 ワッシャー、フラット 4 4 4 4 4 4

35 120685 グロメット 2 2 2 2 2 2

36 114269 グロメット、ゴム 1 1 1 1 1 1

37 125625 タイ、ケーブル、ファー
ツリー

5 6 6 5 6 6

38 127277 ボルト、キャリッジ、1 /
2-13 X 3.5リットル

4 4 4 4 4 4

39 127278 ナット、保持、六角 4 4 4 4 4 4

40 127282 グロメット、ゴム 4 4 4 4 4 4

41 16X095 コネクタ、パワー、オス
型、4 ピン

1 1 1 1 1 1

42◊ 125871 タイ、ケーブル、7.5 イ
ンチ

25 25 25 25 25 25

43◊ 24K207 キット、fts、rtd、単一
ホース

1 1 1 1 1 1

44◊ 24R725 ブリッジ、プラグイン
ジャンパー、ut35

4 4 4 4 4 4

45◊ 106569 テープ、電気的 1 1 1 1 1 1

24T242 ケーブル、温度超過、10
kw Reactor

1 146‡

24P970 ケーブル、温度超過、15
kw Reactor

1 1 1 1

47 104765 PLUG, pipe headless 2 2 2 2 2 1

48 16V268 カバー、上部、DIN レー
ル

1 1 1 1 1 1

49 15Y118 ラベル、アメリカ製 1 1 1 1 1 1
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数数数量量量参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明

272010272010272010 272011272011272011 272012272012272012 272110272110272110 272111272111272111 272112272112272112

24V150 プロポーショナ、モ
ジュール、E-30、
プロポーショナモジュール,
page 94 を参照してくだ
さい。

1 1 1 150

24V151 プロポーショナ、モ
ジュール、E-XP2
プロポーショナモジュール,
page 94 を参照してくだ
さい。

1 1

24U321 キット、アセンブ
リ、ペア、エリー
ト、リアクタ、
液体インレットキット,
page 109 を参照してく
ださい。

1 1 151

24U320 キット、アセンブリ、
ペア、std、リアクタ、
液体インレットキット,
page 109 を参照してく
ださい。

1 1 1

53‡ 24T050 ケーブル、m8 4p (f) ～
m12 8p (m)、1.5m

1 1 1

54‡ 16W130 ケーブル、m12 5p、メス
/オス、2.0m

2 2 2

55 24U845 チューブ、圧力解放 2 2 2 2 2 2

56 191892 取り付け金具、L字曲
り、ストリート、90°、
1/8 NPT

2 2 2 2 2 2

57 116746 取り付け金具、ツメ付
き、メッキ、1/8–27 NPT
x 1/4 インチ、ホース I.D.

2 2 2 2 2 2

16W218 ラベル、ブランディン
グ、e-30

1 1

16W321 ラベル、ブランディン
グ、e-30、エリート

1 1

16W215 ラベル、ブランディン
グ、e-xp2

1

58

16W322 ラベル、ブランディン
グ、e-xp2、エリート

1

59◊ 16U530 モジュール、システム
サージプロテクタ (スペ
ア)

1 1 1 1 1 1

60★ 25B394 カバー、駆動、プラス
チック

2 2 2 2 2 2
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数数数量量量参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明

272010272010272010 272011272011272011 272012272012272012 272110272110272110 272111272111272111 272112272112272112

61 16W766 カバー、コントロール
ボックス

1 1 1 1 1 1

62 16W596 ラッチ、ドア 2 2 2 2 2 2

24U832 モジュール、MCM 1 1 163

24U831 モジュール、MCM 1 1 1

64◊ 206995 流体、tsl、1 qt 1 1 1 1 1 1

65◊ 206994 流体、tsl 8 ozビン 1 1 1 1 1 1

67◊ 114225 トリム、エッジプロテク
ション、0.48 m (1.6 ft)

1 1 1 1 1 1

68 16X250 ラベル、識別 1 1 1 1 1 1

70 127296 ネジ、機械式、pnh、
w/ext 歯洗浄、M4 x 0.7

4 4 4 4 4 4

71 16X129 ネジ、機械式、プラス
ドライバー、歯の洗浄、
5/16 x 8–32

10 10 10 10 10 10

72 117502 金具、リデューサー No.
5 x No. 8 (JIC)

1 1 1 1 1 1

73 117677 金具、リデューサー No.
6 x No. 10 (JIC)

1 1 1 1 1 1

74 299521 キャップ、1/2-20 jic
キャップ・アルミ

1 1 1 1 1 1

75 299520 キャップ、9/16-18 JIC
キャップアルミ

1 1 1 1 1 1

79+◊ 261843 液体、酸化剤阻害剤 1 1 1 1 1 1

81 16V806 ブラケット、壁取り付け 2 2 2 2 2 2

82 15V551 シールド、膜、ADM (10
パック)

1 1 1 1 1 1

83◊ 24K409 バー、55 gal chem 測
定、A 側

1 1 1 1 1 1

84◊ 24K411 バー、55 gal chem 測定
B側

1 1 1 1 1 1

85 127276 ボルト、キャリッジ、
1/2-13 X 2.5リットル

2 2 2 2 2 2

88 24U854 モジュール、ADM 1 1 1 1 1 1

16W967 取り付け金具、スイベ
ル、3/4 npt x #1 npsm

2 2 2 289

118459 取り付け金具、ユニオ
ン、スイベル、3/4 イン
チ

2 2
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数数数量量量参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明

272010272010272010 272011272011272011 272012272012272012 272110272110272110 272111272111272111 272112272112272112

90 16W213 ラベル、ブランディン
グ、リアクター

2 2 2 2 2 2

91 115942 ナット、六角、フランジ
ヘッド

4 4 4 4 4 4

92‡ 15D906 遮断装置、ラウンドス
ナップフェライト0.260

1 1 1 1 1 1

93◊ 127368 スリーブ、スプリット、
ワイヤー、1.50 ID

2 2 2 2 2 2

94 127377 タイ、ケーブル、6 イン
チ

1 1 1

95 16X154 ラベル、InSite 1 1 1

96◊ 333091 説明書、クイックガイ
ド、スタートアップ

1 1 1 1 1 1

97◊ 333092 説明書、クイックガイ
ド、シャットダウン

1 1 1 1 1 1

98* 24W204 筐体、ターミナルブロッ
ク

1 1 1 1 1 1

99* 25A234 エンクロージャ、カバー 1 1 1 1 1 1

100*▲ 189930 ラベル、警告 1 1 1 1 1 1

101*▲ 172953 ラベル、接地 1 1 1 1 1 1

102* 17D955 ブラケット、取り付け 1 1 1 1 1 1

103* 113161 ネジ、フランジ、六角 hd 2 2 2 2 2 2

104♦ - - - メーター、流量、ISO 1 1

105♦ - - - メーター、流量、RES 1 1

106 17R703 ケーブル, GCA, M12–5P,
m/f, 0.3 m

1 1

107 17Y983 ケーブル, GCA, M12–5P,
m/f, 2.0 m

2 2

108 25E540 コネクター、スプリッ
ター

1 1

▲ 交換警告ラベル、サイン、タグおよびカード
は無料でご入手いただけます。

◊ 非表示
‡ を参照してください。電気回路図, page 111
+ 部品はシリーズ A のみに適用可能です。
* 部品はシリーズ B のみに適用可能です。

★ 部品には4つのネジが含まれます(Ref.21)そ
してラベル (Ref. 21).

♦ E-30の場合、部品はキット25N930に含まれて
います。 E-XP2の場合、部品はキット25P388
に含まれています。
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プププロロロポポポーーーシシショョョナナナーーーモモモジジジュュューーールルル
24V15024V15024V150、、、EEE---303030
24V15124V15124V151 のののモモモジジジュュューーールルル、、、EEE---XP2XP2XP2 のののモモモジジジュュューーールルル

1 21-24 N•m (190-210 インチ-ポンド) のトルクで締めます。

2
ISO オイルまたはグリースでネジを潤滑します。ポンプシリンダーを、ハウジング表面の引っ込んだ 1 つ
の全ねじ部に対し同一平面上に取り付けます。

3 すべてのギア歯、モーターのピニオン、およびドライブハウジングにグリースを塗布します。

4 27-40.6 N•m (20-30 フィート・ポンド) のトルクで締めます。

5 クランクシャフトは、他のモーター端のクランクシャフトと揃っている必要があります。

6 95-108 N•m (70-80 フィート-ポンド) のトルクで締めます。

7 平らな面を上にします。
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参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明
24V150
E-30

24V151
E-XP2

101 24U050 モーター、ブラシレス、ダブルエンド、2馬力 1 1

102* 17W869 キット、ドライブハウジング 2 2

257355 ハウジング、ベアリング 2103✖❖

245927 ハウジング、ベアリング 2

104‡ 287290 キット、修理、ギア 2 2

105†✖❖ 241279 キット、ロッド、接続 2 2

245971 ポンプ、置換 B側 1106◊❖

245972 ポンプ、置換 B側 1

107‡ 114699 ワッシャー、スラスト、色付き鋼 2 2

108‡ 114672 ワッシャー、スラスト、色付き銅 4 4

110†✖❖ 183169 スプリング、保持 2 2

111✖❖ 183210 ピン、STR、HDLS 2 2

112* 15C753 ネジ、機械式、六角ワッシャーヘッド、 1.25
インチ x 5/16–18

10 10

113 114666 ネジ、キャップ、ソケットヘッド; 2.25 x
3/8–16

8 8

114 106115 ワッシャー、ロック (ハイカラー) 8 8

246831 ポンプ、置換、A側 1115◊✖

246832 ポンプ、置換、A側 1

193031 ナット、保持 2116✖❖

193394 ナット、保持 2

118* 116192 ワッシャー、スラスト (1595) 2 2

120 116618 マグネット 1 1

121 24P728 スイッチ、リード、M8 4-ピン 1 1

122 127301 ネジ、六角ヘッド、スレッドカット、4-40
x 0.375

2 2

125 187437 ラベル、トルク 2 2

126▲ 192840 ラベル、警告 2 2

▲ 交換警告ラベル、サイン、タグおよびカード
は無料でご入手いただけます。

◊ 修理キットについては、ポンプ修理取扱説明
書 309577 を参照してください。

† スプリング (110) は接続ロッドキット241279
に含まれています。

‡ ギア修理キットにはワッシャ (107) と (108)
が付いています。

* ドライブハウジング修理キットにはハウジン
グ (1)、ねじ (5)、一端交換用ワッシャー (1)
が付いています。

✖ 部品は、A側ポンプ修理キット25E300 (E-30
用)および25E302 (E-XP2用)に含まれていま
す。

❖ 部品は、B側ポンプ修理キット25E301 (E-30
用)および25E303 (E-XP2用)に含まれていま
す。
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液液液体体体ヒヒヒーーータタタ
24U84324U84324U843 ——— 10kW10kW10kW、、、2–2–2–ゾゾゾーーーンンン
24U84224U84224U842 ——— 7.57.57.5 kWkWkW、、、 1–1–1–ゾゾゾーーーンンン

1 163 N•m (120 フィート-ポンド) のトルクで締めます。

2 31 N•m (23 フィート-ポンド) のトルクで締めます。

3 54 N•m (40 フィート-ポンド) のトルクで締めます。

4 熱伝導ペーストを塗布します。

5 すべての非スイベルネジおよび Oリングなしのねじ山にパイプシーラントと PTFE テープを付けます。

6 ブロック (1) に組み込む前に、O リングにリチウムグリース潤滑油を塗布します。

7

挿入の前に、図示の通り、プローブチップからテープを取り除き、センサーの向きを合わせます。下部が加
熱エレメントに接触するまでプローブを挿入します。 フェルールをセンサープローブ上で一回転させる
か、21.6 N•m (16 ft-lbs) まで締めて固定します。
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参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 24U843 24U842
15J090 ヒーター、加工済み、1 ゾーン 1201
15K825 ヒーター、加工済み、デュアルゾーン 1

202 124132 Oリング 4 3
203 15H305 取り付け金具、プラグ、中空六角形、1-3/16

SAE
4 5

204 121309 取り付け金具、アダプター、sae-orb x jic 4 2
205 15H304 取り付け金具、プラグ、9/16 SAE 2 3
206 15H306 アダプタ、9/16 x 1/8 2 1
207 120336 O リング、パッキン 2 1
208 16A110 ヒーター、浸水、2550W、230V 4 3
209 15B137 スイッチ、温度超過 1 1
210 15B135 ミキサー、浸水ヒーター 4 3
211* - - - 取り付け金具、圧縮 2 1
212* - - - センサー、RTD 2 1
213 124131 ネジ、機械、パンヘッド、 5/16 インチ x

#6–32
2 2

214 247520 ハウジング、ラプチャディスク 2 1

* 24L973 ヒーター RTD 修理キットに含まれ
ています。
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流流流量量量計計計
25N93025N93025N930

WWLL�� �� �� �� �� EE

�� �� ��
�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

��

��

�� �� ��

1
11 N.m (90–100 インチ-ポンド)のトルク
で締めます

2
2 N.m (15–25 インチ-ポンド)のトルクで
締めます
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25N93025N93025N930

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
701 - - - ハウジング、3/4" orb、ピン付き、サブアセンブリ 1
703 25C298 ギア、マグネット、sd/matrix 1
704 15V690PKG ギア、楕円、計量部品 1
705 17Y063PKG ガスケット、メーター 1
706 131971PKG O リング、031、fx75 1
707 17Y062PKG キャップ、メーター 1
708 108787 ネジ、キャップ、sch 8
709 110163PKG ネジ、ネジ山形成、pnh 2
710 25E134PKG 基板、アセンブリ、比率モニター 1
711 - - - カバー、メーター 1
712 131172 ネジ、機械、トルックスパンヘッド 4

25E486PKG 金具、スイベル、JIC-08、3/4-16 orb、A側、ISO 1716
25E474PKG 金具、スイベル、JIC、10 x 3/4-16 orb、B側、RES 1
117677 金具、減速機 No. 6 x No. 10 (JIC)、B側、RES 1717
117502 金具、減速機 No. 5 x No. 8 (JIC)、A側、ISO 1

718 - - - ラベル、ブランク 1
719 - - - ラベル、ブランディング、G-2000 1
720 070268 潤滑剤、グリース 1

17Y236 取り付け金具、アダプター、sae-orb x JIC、A側、ISO 1721
17Y235 アダプター、str ネジ、B側、RES 1

722 070408 シーラント、パイプ、sst 1

▲ 交換警告ラベル、サイン、タグおよびカードは無料でご入手いただけます。
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EEE---XP2XP2XP2流流流量量量計計計
25P38825P38825P388
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1
44-47 N.m (396-420 インチ-ポンド)のト
ルクで締めます

2
2-3 N.m (15-25 インチ-ポンド)のトルク
で締めます
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25P38825P38825P388

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
801 18A877 ハウジング、高圧メーター 1
802 25C298 ギア、マグネット、sd/matrix 1
803 15V690 ギア、楕円、計量部品 1
804 166623 パッキン、Oリング 1
805 192387 ピン、ダボ 2
806 109114 ネジ、キャップ、sch 8
807 18A878 CAP、高圧メーター 1
808 25E134 ボード、Assy Reactor比率モニター 1
809 110163 ネジ、ネジ山形成、pnh 2
810 18A879 カバー、高圧メーター 1

25E486PKG 金具、スイベル、JIC-08、3/4–16 orb 1811
25E474PKG 取り付け金具、スイベル、 JIC, 10X3/4-16 orb 1
117502 金具、減速機 No. 5 x No. 8 (JIC) 1812
117677 金具、減速機 No. 6 x No. 10 (JIC) 1

813 113360 ラベル、ブランク 1
814 070268 潤滑剤、グリース 1

17Y236 取り付け金具、45度エルボー、3/4 x 3/4 1815
17Y235 取り付け金具、45度エルボー、3/4 X 7/8 1

816 18A979 ラベル、ブランディング、G-3500 1
817 112310 ネジ、キャップ、sch 4
818 120853 ピン、ダボ 2

▲ 交換警告ラベル、サイン、タグおよびカードは無料でご入手いただけます。
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液液液体体体マママニニニホホホーーールルルドドド
24U84424U84424U844

1
355 ～ 395 インチ-ポンド（40–44.6 N●m）の
トルクで締めます。

2 ネジにシーラント（113500）を塗布します。

3
図で示されているハンドル位置でバルブを閉
める必要があります。

4
ゲージねじ山部分に PTFE テープおよびスレッ
ドシーラントを付けます。

5 バルブにグリースを塗布します。

** テーパねじ部にテフロンテープを巻くか、ネジ
シールを塗布します。
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24U84424U84424U844、、、液液液体体体マママニニニホホホーーールルルドドド

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
401† 255228 マニホールド、液体 1
402◊ 247824 キット、バルブ、カート

リッジ、ドレイン
2

402a◊ 158674 O リング、BUNA-N 1
402b◊ 247779 シール､シート、バルブ 1
403 102814 ゲージ、圧力、液体 2
404 162453 取り付け金具、1/4 NPSM

X 1/4 NPT
2

405 15M669 センサー、圧力、液体ア
ウトレット

2

406 247788 ハンドル、赤 1
407 247789 ハンドル、青 1
408 112309 ナット、六角、ジャム 2

17Y236 金具、3/4 ORB x #8 JIC 1411‡
117556 金具、1/2 NPT x #8 JIC 1

412 121312 取り付け金具、L字曲り、
3/4 SAE x 1/2 JIC

1

413 100840 金具、L 字曲り、スト
リート

2

414 111457 O リング、PTFE 2
415▲ 189285 ラベル、警告 1

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
416 150829 スプリング、圧縮 2

17Y235 金具、3/4 ORB x #10 JIC 1419‡
117557 金具、1/2 NPT x #10 JIC 1

▲ 交換警告ラベル、サイン、タグおよびカー
ドは無料でご入手いただけます。

◊ 以下の全バルブキットに含まれています。
ISOバルブキット (左/赤) ハンドル 255149。
樹脂バルブキット (右/青いハンドル)
255150。
バルブセットキット (両方のハンドルとグ
リースガン) 255148。

† 部品には交換用ORB 金具(部品411および
419)が含まれています。

‡ 交換用部品を注文する場合、ご使用の液体マ
ニホールドに使用する金具の種類を確認し
てください(1/2 NPTまたは3/4 ORB金具)。
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部品

電電電気気気筐筐筐体体体
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部品

電電電気気気筐筐筐体体体

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明
個個個
数数数

451 24U087 筐体 1
453 24U855 モジュール、TCM 1
454 24U848 ファン、冷却、80 mm、

24VDC 1
455 24R736 スイッチ、取り外し、ド

ア取り付け 1
457 117666 端子、接地 1
458 120859 ナット、ストレインリ

リーフ、M40 ネジ 1
459 120858 ブッシング、ストレイン

リリーフ、M40 ネジ 1
460 123967 ノブ、オペレーターの取

り外し 1
461 115942 ナット、六角、フランジ

ヘッド 5
462 103181 ワッシャー、外部ロック 2
463 124131 ネジ、機械、パンヘッ

ド、 5/16インチ x #6–32 2
464 194337 ワイヤー、接地、ドア 1
466 113505 ナット、保持、六角ヘッ

ド 6

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明
個個個
数数数

468 111218 キャップ、チューブ、ス
クエア 2

469 114269 グロメット、ゴム 1
470 127282 グロメット、ゴム 2
471 127278 ナット、保持、六角 4
472 16W925 ガスケット、筐体、

フォーム 2
473 16W926 ガスケット、筐体、

フォーム 2
474 24R735 ケーブル、CAN 電源、

M12メス、ピッグテール 1
475 127068 ケーブル、CAN、メス/

メス 1.0 メートル 2
476 24U850 モジュール、ブレーカー 1
477 127290 ケーブル、4ピン、オス/

メス 1.3 メートル、成形
(ホース RTD) 1

478▲ 16X050 ラベル、安全、筐体 1
479▲ 16X049 ラベル、安全、マルチ 1

▲ 交換警告ラベル、サイン、タグおよびカード
は無料でご入手いただけます。

注注注意意意::: 電気回路図, page 111を参照してください。
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部品

シシシススステテテムムム DINDINDIN レレレーーールルルおおおよよよびびびハハハーーーネネネスススモモモジジジュュューーールルルキキキッッットトト
24U85024U85024U850、、、シシシススステテテムムム DINDINDIN レレレーーールルルおおおよよよびびびハハハーーーネネネスススモモモジジジュュューーールルルキキキッッットトト

電気回路図, page 111を参照してください。

1
0.7 ～ 1 N・m (6 ～ 8 インチ-ポンド) のトルク
で締めます。

2
3 ～ 3.8 N・m (28 ～ 33 インチ-ポンド) のト
ルクで締めます。

3
2.6 ～ 3 N・m (23 ～ 26 インチ.-ポンド) のト
ルクで締めます。
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部品

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
501 16U529 ハーネス、ブレーカー

モジュール 1
502 16V515 ハーネス、ホースアウ

ト 1
503 16U522 モジュール、DIN レー

ル、ターミナルブ
ロック、電源供給、
システム回路ブレーカーモジュール
, page 108を参照し
てください。 1

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
504 16U526 モジュール、DIN レー

ル、回路ブレーカー、
電源およびターミナルブロックモジュール
を参照してください。,
page 108 1

505 16U530 モジュール、システム
サージプロテクター 1

ヒヒヒーーータタターーーおおおよよよびびび変変変圧圧圧器器器端端端子子子ブブブロロロッッックククモモモジジジュュューーールルル
24U84924U84924U849

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
511 24T315 RAIL, DIN; 35 mm x 7.5

mm x 7 in.
1

512 126811 ブロック、クランプ、
端

2

513 126383 カバー、端 1
514 126382 ブロック、端子 2
515 120570 ブロック、端子 6
516 24R758 ブロック、端子、

UT-2.5、赤
1

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
517 24R759 ブロック、端子、

UT-2.5、黒
1

518* 120573 ブリッジ、ジャンパー 2

* ジャンパーを使用して、プロポーショ
ニングシステムで使用する電気ヒー
ターのワット数を選択します。 統合型
PowerStationアクセサリーを取り付ける
場合、ジャンパーを取り外します。
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部品

シシシススステテテムムム回回回路路路ブブブレレレーーーカカカモモモジジジュュューーールルル
16U52616U52616U526

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
521 514014 DIN レール; 35 mm x

7.5 mm x 8.625 in.
1

522 120838 端子、エンド止め 2
523 17A319 回路、ブレーカー、1

極、50A、Cカーブ
1

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
524 17A314 回路、ブレーカー、

2P、20A、UL489
1

525 17A317 回路、ブレーカー、
2P、40A、UL489

3

電電電源源源おおおよよよびびび端端端子子子ブブブロロロッッックククモモモジジジュュューーールルル
16U52216U52216U522

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
531 514014 DIN レール; 35 mm x

7.5 mm x 8.625 in.
1

532 120838 端子、エンド止め 3
533 24R722 ブロック、端子 PE、ク

ワッド、ABB
1

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個数数数
534 24R723 ブロック、端子、ク

ワッド M4、ABB
2

535 126453 電源、24V 1
536 24R724 ブロック、端子、UT35 6
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部品

液液液体体体イイインンンレレレッッットトトキキキッッットトト
24U32024U32024U320、、、標標標準準準
25N92025N92025N920、、、エエエリリリーーートトト

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ���� �� ��

WWLL�� �� �� �� �� DD

��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ���� �� ��

55 HH DD FF WWRR UU ���� ��(( OOLLWWHH

55 HH DD FF WWRR UU ���� ��(( OOLLWWHH

1
すべてのテーパーパイプのねじ山にシーラント
を塗布します。 メス型のねじ山部分にシーラ
ントを塗布します。 少なくとも最初の 4 つの
ねじ山に、約 1/4 回転分の幅を塗布します。

2
ハウジングに組み込む前に、ダイアルのステム
に熱伝導ペーストを塗布します。

333473P 109



部品

数数数量量量参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明

24U32024U32024U320 25N92025N92025N920

601 160327 取り付け金具、ユニオンアダプタ、90° 2 2

602 118459 取り付け金具、ユニオン、スイベル、3/4 インチ 2 2

603‡ 247503 マニホールド、ストレーナ、インレット 2 2

604 24U852 温度計、ダイアル 2 2

605 24U853 ゲージ、圧力、液体 2 2

606† - - - フィルター、交換 2 2

607†‡ 128061 パッキン、Oリング 2 2

608‡ 16V879 キャップ、フィルター 2 2

609‡ 555808 プラグ、1/4mp 六角hd付き 2 2

610 15D757 ハウジング、熱計測メータ、Viscon HP 2 2

613 109077 バルブ、ボール 3/4 NPT 1 2

614 C20487 取り付け具、二プル、六角 2 2

615 24U851 トランスデューサ、圧力、温度 (フォーム含) 2

616 158586 取り付け金具、ブッシング 2

617 158383 取り付け金具、ユニオンアダプタ 2

618 624545 取り付け金具、ティー 3/4m run x 1/4f 2

* オプションの 80 メッシュフィルタ 255082 (2 パック)
† 24V020 インレットフィルタおよびシールキット (20 メッシュ、2 パック) に含まれています。
‡ 247503 マニホールド修理キットに含まれています。
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電気回路図

電電電気気気回回回路路路図図図

To TCM

Reactor 2 E-30

Reactor 2 E-XP2

24U831
24U832

24
P

72
8

ti22679c
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電気回路図

PS-L

PS-N

CB-B

CB-A

ti22680b
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電気回路図

1

16
U

52
9

16V515

15
D

90
6

24U855

TO HTD HOSE

ELEC ENCL
GND STUD

2

16U526

ti35626a

ti35627a

1 TCM の近くに置きます。

2 加熱ホースワイヤ終端エンクロージャ (シリー
ズ B のみ)
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リアクター 2 修理用予備部品の参照

リリリアアアクククタタターーー 222 修修修理理理用用用予予予備備備部部部品品品ののの参参参照照照

推推推奨奨奨ののの共共共通通通予予予備備備部部部品品品

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 アアアセセセンンンブブブリリリののの部部部分分分

106,
115

15C852 E-30 ポンプ修理キット ポンプ

106,
115

15C851 E-XP2 ポンプ修理キット ポンプ

106,
115

246963 E-XP2 接液カップ修理キット ポンプ

106,
115

246964 E-30 接液カップ修理キット ポンプ

606,
607

24V020 Y 形ストレーナフィルターおよびガス
ケットキット
(各 2 個)

Y 形ストレーナ

402 247824 ドレンバルブカートリッジ 液体マニホールド

403 102814 液圧ゲージ 液体マニホールド

405 15M669 圧力センサ 液体マニホールド

211,
212

24L973 ガン修理キット ヒーター

-- 24K207 ホースのFTS ホース
-- 24N450 RTD ケーブル (50 フィート、交換用) ホース
-- 24N365 RTD ケーブルテストキット (RTD および

RTD ケーブルの抵抗を測定)
ホース
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性能チャート

性性性能能能チチチャャャーーートトト
これらの表を使用して、それぞれの混合チャンバで最も効果的に動作するプロポーショナーの特定にお役
立てください。流量は、材料の粘度を 60 cps とした場合の値です。

注注注
システムの損傷を避けるため、使用されている
ガンのチップサイズについて、線を超える値に
までシステムを加圧しないでください。

フフフォォォーーームムム用用用プププロロロポポポーーーシシショョョナナナーーー

AR6060
(03)

AR7070
(04)

AR5252
(02)

AR4242
(01)

2000
(138)

1500
(103)

1000
(69)

500
(34) 0 5

(2.3)
15

(6.8)
20

(9.1)
25

(11.3)
30

(13.6)
35

(15.9)
40

(18.1)
10

(4.5)

E-30

圧力 bar (psi)

流量 kg / 分 (ポンド / 分)
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性能チャート

コココーーーテテティィィンンングググ用用用プププロロロポポポーーーシシショョョナナナーーー

TableTableTable 111 フフフュュューーージジジョョョンンンエエエアアアパパパーーージジジ、、、ラララウウウンンンドドドパパパタタターーー
ンンン

3500
(241)

3000
(207)

2500
(172)

2000
(138)

1500
(103)

1000
(69)

500
(34)

AR2020
(000)

AR4242
(01)

AR2929
(00)

E-XP2

0 0.5
(1.9)

1.5
(5.7)

1.0
(3.8)

2.0
(7.6)

圧力 bar (psi)

流量 リットル / 分 (ガロン / 分)

TableTableTable 222 フフフュュューーージジジョョョンンンエエエアアアパパパーーージジジ、、、フフフラララッッットトトパパパタタターーー
ンンン

3500
(241, 24.1)

3000
(207, 20.7)

2500
(174, 17.4)

2000
(138, 13.8)

1500
(103, 10.3)

1000
   (69, 6.9) 

500
(35, 3.5)

AF2020
(FTXX24 TIP)

E-XP2

0 0.5
(1.9)

1.5
(5.7)

1.0
(3.8)

2.0
(7.6)

AF2929
(FTXX38 TIP)

AF4242
(FTXX38 TIP)

AF5252
(FTXX48 TIP)

圧力 bar (psi)

流量 リットル / 分 (ガロン / 分)
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性能チャート

TableTableTable 333 フフフュュューーージジジョョョンンンメメメカカカニニニカカカルルルパパパーーージジジ、、、ラララウウウンンン
ドドドパパパタタターーーンンン

3500
(241, 24.1)

3000
(207, 20.7)

2500
(174, 17.4)

2000
(138, 13.8)

1500
(103, 10.3)

1000
 (69, 6.9) 

500
(35, 3.5)

XR2323
(RTM040)

XR2929
(RTM040)

E-XP2

0 0.5
(1.9)

1.5
(5.7)

1
(3.8)

2.0
(7.6)

MR3535
(RTM040)

MR4747
(RTM055)

XR3535
(RTM055) XR4747

(RTM055)

圧力 bar (psi)

流量 リットル / 分 (ガロン / 分)

TableTableTable 444 フフフュュューーージジジョョョンンンメメメカカカニニニカカカルルルパパパーーージジジ、、、フフフラララッッッ
トトトパパパタタターーーンンン

3500
(241, 24.1)

3000
(207, 20.7)

2500
(174, 17.4)

2000
(138, 13.8)

1500
(103, 10.3)

1000
 (69, 6.9) 

500
(35, 3.5)

E-XP2

0 0.4
(1.5)

0.6
(2.3)

0.8
(3.0)

0.2
(0.7)

1.4
(5.3)

1.2
(4.5)

1.6
(6.0)

1.8
(6.8)

1
(3.8)

2.0
(7.6)

XF1313
(FTM424)

MF1818
(FTM424)

XF1818
(FTM424)

XF2323
(FTM424)

MF2929
(FTM424)

XF2929
(FTM424)

MF3535
(FTM638)

MF4747
(FTM638)

XF3535
(FTM638)

MF5757
(FTM638)

XF5757
(FTM638)

圧力 bar (psi)

流量 リットル / 分 (ガロン / 分)

注注注意意意::: 電気ユニットの性能カーブは通常運転状態に
基づいています。連続スプレーや周囲温度が非常
に高い場合は性能エンベロープが下がります。
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技術仕様

技技技術術術仕仕仕様様様
リリリアアアクククタタターーー 222 EEE---303030、、、EEE---XP2XP2XP2 混混混合合合シシシススステテテムムム

米米米国国国 メメメーーートトトルルル法法法
最最最高高高液液液体体体使使使用用用圧圧圧力力力
E-30 2000 psi 14 MPa、140 bar
E-XP2 3500 psi 24.1 MPa、241 bar
最最最高高高液液液体体体温温温度度度
E-30 190°F 88°C
E-XP2 190°F 88°C
最最最大大大流流流量量量
E-30 30 ポンド/分 13.5 kg/分
E-XP2 2 gpm 7.6 lpm
最最最高高高加加加熱熱熱ホホホーーーススス長長長さささ
長さ 310 ft 94 m
サササイイイクククルルルごごごとととののの出出出力力力、ISO および RES
E-30 0.0272 ガロン 0.1034 リットル
E-XP2 0.0203 ガロン 0.0771 リットル
動動動作作作周周周囲囲囲温温温度度度範範範囲囲囲
温度 20° ～ 120°F -7° ～ 49°C
線線線間間間電電電圧圧圧要要要件件件
公称 200–240VAC、単相、50/60
Hz 195-265 VAC

公称 200–240VAC、3 相、
DELTA、50/60 Hz 195-265 VAC

公称 350–415VAC、3相、WYE、
50/60 Hz 340-455 VAC

ヒヒヒーーータタターーー電電電力力力、(230 VAC 時)
E-30 10 kW 10,200 W
E-30, 15 kW 15,300 W
E-XP2 15 kW 15,300 W
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技術仕様

音音音圧圧圧、 ISO-9614–2に準じた音圧の測定値。
E-30, 1000 psi (7 MPa、70 bar)、
3 gpm (11.4 lpm) にて 1 メートル
(3.1 フィート) から測定

87.3 dBA

E-XP2, 3000 psi (21 MPa、207
bar)、1 gpm (3.8 lpm) にて 1 メー
トル (3.1 フィート) から測定

79.6 dBA

音音音圧圧圧
E-30, 1000 psi (7 MPa、70 bar)、
3 gpm (11.4 lpm) にて 1 メートル
(3.1 フィート) から測定

93.7 dBA

E-XP2, 3000 psi (21 MPa、207
bar)、1 gpm (3.8 lpm) にて 1 メー
トル (3.1 フィート) から測定

86.6 dBA

液液液体体体イイインンンレレレッッットトト
コンポーネント A (ISO) および:
コンポーネント B (RES)

3/4 NPT(f)、3/4 NPSM(f) ユニオンつき

液液液体体体アアアウウウトトトレレレッッットトト
コンポーネント A (ISO) #8 (1/2 インチ) JIC、#5 (5/16 インチ) JIC アダプタ付き
コンポーネントB (RES) #10 (5/8 インチ) JIC、#6 (3/8 インチ) JIC アダプタ付き
液液液体体体循循循環環環ポポポーーートトト
サイズ 1/4 NPSM(m)
最大圧力 250 psi 1.75 MPa、17.5 bar
寸寸寸法法法
幅 26.3 インチ 668 mm
全高 63 インチ 1600 mm
奥行き 15インチ 381 mm
重重重量量量
E-30, 10 kW 315 ポンド 143 kg
E-30, 15 kW 350 ポンド 159 kg
E-30、10 kw エリート 320 ポンド 145 kg
E-30、15 kw エリート 355 ポンド 161 kg
E-XP2 345 ポンド 156 kg
E-XP エリート 350 ポンド 159 kg
接接接液液液部部部品品品
材質 アルミニウム、ステンレス鋼、亜鉛メッキ炭素鋼、真鍮、カーバイ

ド、クロム、抗化学物質Oリング、PTFE、超高分子量ポリエチレン
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注記

注注注記記記
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ＧｒａｃｏＧｒａｃｏＧｒａｃｏ延延延長長長保保保証証証リリリアアアクククタタターーー®®® 222 コココンンンポポポーーーネネネンンン
トトト用用用

Graco は、直接お買い上げ頂けたお客様のご使用に対し、販売日時から、本ドキュメントに記載された、
Graco が製造し、かつ Graco の社名を付したすべての装置の材質および仕上がりに欠陥がないことを保証し
ます。 Graco により公表された特殊的、拡張的または制限的保証を除き、販売日時から起算して 12か月
間、Graco により欠陥があると判断された装置の部品を修理、交換いたします。本保証は、Graco の明示の
推奨に従って、装置が設置、操作、および保守されている場合にのみ有効です。

GracoGracoGraco 部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 保保保証証証期期期間間間
24U050
24U051

電動モーター 36 か月または 3,000,000 サイク
ル

24U831 モーターコントロールモジュー
ル

36 か月または 3,000,000 サイク
ル

24U832 モーターコントロールモジュー
ル

36 か月または 3,000,000 サイク
ル

24U855 ヒーターコントロールモジュー
ル

36 か月または 3,000,000 サイク
ル

24U854 高度表示モジュール 36 か月または 3,000,000 サイク
ル

その他すべてのリアクター 2 部品 12 か月

誤った設置、誤用、摩擦、腐食、不十分または不適切な保守、怠慢、事故、改ざん、または Graco 製でない
構成部品の代用が原因で発生した一般的な摩耗、あるいは誤動作、損傷、摩耗については、本保証の範囲外
であり、Graco は一切責任を負わないものとします。また、Graco の装置と Graco によって提供されていな
い機構、付属品、装置、または材料の不適合、あるいは Graco によって提供されていない機構、アクセサ
リー、装置、または材料の不適切な設計、製造、設置、操作または保守が原因で発生した誤動作、損傷、ま
たは摩耗については、Graco は一切責任を負わないものとします。
本保証は、Graco 販売代理店に、主張された欠陥を検証するために、欠陥があると主張された装置が支払済
みで返却された時点で、条件が適用されます。主張された欠陥が確認された場合、Gracoはすべての欠陥部
品を無料で修理または交換します。装置は、輸送料前払いで、直接お買い上げいただけたお客様に返却され
ます。装置の検査により材質または仕上がりの欠陥が明らかにならなかった場合は、修理は妥当な料金で行
われます。料金には部品、労働、および輸送の費用が含まれる可能性があります。

本本本保保保証証証ははは唯唯唯一一一のののももものののでででああありりり、、、明明明示示示的的的、、、黙黙黙示示示的的的ををを問問問わわわずずず、、、商商商品品品性性性ののの保保保証証証、、、まままたたたははは特特特定定定用用用途途途へへへののの適適適合合合性性性ののの保保保証証証ななな
どどど、、、そそそののの他他他ののの保保保証証証ににに代代代わわわるるるももものののででですすす。。。

保証違反の場合の Graco 社のあらゆる義務およびお客様の救済に関しては、上記規定の通りです。購入者
は、他の補償 (利益の損失、売上の損失、人身傷害、または器物破損による偶発的または結果的な損害、ま
たは他のいかなる偶発的または結果的な損失を含むがこれに限定されるものではない) は得られないもので
あることに同意します。補償違反に関連するいかなる行為も、販売日時から起算して 2年以内、または保証
期間が失効する1年以内のいずれか遅い期間内に提起する必要があります。
GracoGracoGracoににによよよっっっててて販販販売売売ささされれれててていいいるるるががが、、、製製製造造造ささされれれててていいいななないいい付付付属属属品品品、、、装装装置置置、、、材材材料料料、、、まままたたたははは部部部品品品ににに関関関しししてててははは、、、GracoGracoGraco
ははは保保保証証証ををを負負負わわわずずず、、、特特特定定定目目目的的的ににに対対対すすするるる商商商用用用性性性おおおよよよびびび適適適合合合性性性のののすすすべべべてててののの黙黙黙示示示保保保証証証ははは免免免責責責ささされれれるるるももものののとととしししままますすす。。。販
売されているがGraco によって製造されていないアイテム (電動モーター、スイッチ、ホースなど) がある場
合、それらのメーカーの保証の対象となります。 Graco は、これらの保証違反に関する何らかの主張を行う
際は、合理的な支援を購入者に提供いたします。
いかなる場合でも、GracoはGracoの提供する装置または備品、性能、または製品の使用またはその他の販
売される商品から生じる間接的、偶発的、特別、または結果的な損害について、契約違反、保証違反、
Gracoの過失、またはその他によるものを問わず、一切責任を負わないものとします。
FOR GRACO CANADA CUSTOMERS
The Parties acknowledge that they have required that the present document, as well as all documents, notices
and legal proceedings entered into, given or instituted pursuant hereto or relating directly or indirectly hereto, be
drawn up in English. Les parties reconnaissent avoir convenu que la rédaction du présente document sera en
Anglais, ainsi que tous documents, avis et procédures judiciaires exécutés, donnés ou intentés, à la suite de ou
en rapport, directement ou indirectement, avec les procédures concernées.



GracoGracoGraco InformationInformationInformation
Graco 製品についての最新情報は、 www.graco.comをご覧ください。

注注注文文文すすするるるにににははは、、、Graco 販売代理店にお問い合わせするか、または電話をかけて最寄りの販売代理店を特定
してください。
電電電話話話::: 612-623-6921 まままたたたははは無無無料料料通通通話話話::: 1-800-328-0211 フフファァァッッックククススス::: 612-378-3505

本書に記載されているすべての文章および画像データは、出版の時点で入手可能な最新の製品情報が反映されています。

Graco はいかなる時点においても通知することなく変更を行う権利を保持します。

特許の情報については、www.graco.com/patentsを参照してください。

取扱説明書原文の翻訳。 This manual contains English. MM 333024

GracoGracoGraco Headquarters:Headquarters:Headquarters: Minneapolis

InternationalInternationalInternational Offices:Offices:Offices: Belgium, China, Japan, Korea

GRACOGRACOGRACO INC.INC.INC. ANDANDAND SUBSIDIARIESSUBSIDIARIESSUBSIDIARIES ••• P.O.P.O.P.O. BOXBOXBOX 144114411441 ••• MINNEAPOLISMINNEAPOLISMINNEAPOLIS MNMNMN 55440-144155440-144155440-1441 ••• USAUSAUSA

CopyrightCopyrightCopyright 2019,2019,2019, GracoGracoGraco Inc.Inc.Inc. GracoGracoGraco のののすすすべべべてててののの製製製造造造場場場所所所ははは ISOISOISO 900190019001 ににに登登登録録録ささされれれててていいいままますすす。。。
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